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この出版物は販売を目的としたものではありません。世界的な聖書教育活動の一環として提供されており，その活動は自発的な寄付によって支えられています。寄付をしたいと思われる方はdonate.jw.orgをご覧ください。

聖句は，特に注記がない限り，「新世界訳聖書」からの引用です。







表紙の絵

大群衆が白くて長い衣服を着て，ヤシの枝を手に持ち，神の輝く王座と子羊の前に立っている。（研究記事3の7節を参照。）







目次


この号の記事

研究記事1: 2021年3月1-7日

 2  平静を保ち，エホバを信頼しましょう

研究記事2: 2021年3月8-14日

 8  「イエスの愛する弟子」から学ぶ

研究記事3: 2021年3月15-21日

14  ほかの羊の大群衆は神とキリストをたたえる

研究記事4: 2021年3月29日–4月4日

20  優しい愛情を深めていきましょう

26  ライフ･ストーリー エホバに「できません」と言わないようにしてきました

31  ご存じでしたか 古代の遺物は聖書の正しさをどのように裏付けていますか。









研究記事1

平静を保ち，エホバを信頼しましょう


2021年の年句: 「平静を保ち，信頼するなら，力を得る」。イザヤ 30:15

3番の歌 私たちの力，希望，確信

何を学ぶか*




 1. ダビデ王のように，私たちも何と言いたくなるかもしれませんか。

私たちは誰もが，不安や心配のない平和な毎日を送りたいと思っています。でも時には，大きな不安を感じることがあるでしょう。エホバに仕えている人であっても，ダビデ王のように，エホバにこう言いたくなるかもしれません。「いつまで私は思い悩み，毎日悲しみに暮れなければならないのですか」。（詩 13:2）

 2. この記事ではどんなことを考えますか。

2 とはいえ，不安や心配を感じることがあるとしても，そうした気持ちをコントロールすることはできます。この記事ではまず，不安を感じる原因を幾つか考えます。そして，問題に直面した時にどうすれば平静を保てるか，具体的な方法を6つ考えます。






不安を感じる原因


 3. どんなことが心配になるかもしれませんか。それは自分で解決できる問題ですか。

3 私たちは，自分ではどうすることもできない問題のせいで，不安を感じることがあります。例えば，食べ物や服の値段が毎年のように上がっていくのを抑えることはできません。どれほど気を付けていても，同僚や学校の友達から不正直なことや不道徳なことをするように誘われるかもしれません。自分が住んでいる地域で犯罪が発生しないようにすることもできません。こうした問題が起きるのは，この世界のほとんどの人たちが聖書の教えと合わない考え方をしているからです。「今の体制での心配事」は，エホバに仕える妨げとなります。この世界を支配しているサタンは，そのことをよく知っています。（マタ 13:22。ヨハ一 5:19）だからこそ，この世界には不安や心配があふれているのです。

 4. 問題について心配し過ぎると，どうなるかもしれませんか。

4 問題について心配し過ぎると，ほかのことは何も考えられなくなってしまう可能性があります。こんなふうに心配するかもしれません。「生活に必要なものを買うだけのお金を稼げるだろうか。病気になって，仕事ができなくなったり失業したりしないだろうか。誘惑に負けて，神のおきてを破ってしまうことはないだろうか。この先，サタンが人々を使って私たちを攻撃してくる時，どうしたらよいのだろう」。こうしたことを心配するのは間違ったことでしょうか。

 5. イエスはどういう意味で，「心配するのをやめなさい」と言いましたか。

5 イエスは弟子たちに，「心配するのをやめなさい」と言いました。（マタ 6:25）これは，私たちが一切心配してはいけないという意味でしょうか。そうではありません。エホバに忠実に仕えた人たちも，不安な気持ちと闘うことがありましたが，エホバに引き続き愛されました。* （王一 19:4。詩 6:3）イエスは私たちに，生活していくのに必要なもののことを心配し過ぎて，神に仕えることを二の次にしてはいけない，と言っていたのです。では，不安な気持ちをコントロールするにはどうしたらよいでしょうか。（「そのためにできること」の囲みを参照。）






平静を保つのに役立つ6つの方法




[image: 1人の姉妹が1日に何度も祈っている。1. 食事の前。2. 公園のベンチに座っている時。3. 聖書を勉強する前。]

6節を参照。*





 6. フィリピ 4章6，7節によると，どうすれば心が穏やかになりますか。

6 （1）いつでも祈る。不安を感じる時は，熱烈に祈ってエホバに頼るなら，心が穏やかになります。（ペテ一 5:7）その祈りの答えとして，「神からの平和」が与えられます。「その平和は人間の理解をはるかに超えています」。（フィリピ 4:6，7を読む。）エホバは，聖なる力によって穏やかな気持ちにさせてくださるのです。（ガラ 5:22）

 7. 神に祈る時には，どんな点を意識するとよいですか。

7 エホバに祈る時には，自分の気持ちを何でも話しましょう。具体的に祈ってください。どんな問題にぶつかっているか，そのことについてどう感じているかを伝えることができます。「問題を解決するために自分にできることがあるなら教えてください。そうするための力を与えてください」と祈りましょう。自分ではどうすることもできない場合には，「心配し過ぎることがないように助けてください」と祈れます。具体的に祈るなら，エホバが答えてくださる時，そのことがはっきり分かります。祈りに対する答えがなかなか得られないように思えても，諦めないようにしましょう。エホバは私たちが具体的に祈ることだけでなく，粘り強く祈ることも願っているからです。（ルカ 11:8-10）

 8. どんなことも祈るとよいですか。

8 心配事を祈りでエホバに委ねる時には，感謝することも忘れないようにしましょう。さまざまな難しい問題に直面する時にも，エホバが私たちのためにしてくださったことを一つ一つ考えるのはよいことです。自分の気持ちを伝えたいと思っても，どう言ったらいいか分からない時もあるでしょう。でもエホバは，「助けてください」という短い祈りであっても，それに答えてくださいます。（代二 18:31。ロマ 8:26）



[image: 同じ姉妹が，職場で昼の休憩時間にタブレットを使って聖書を研究している。]

9節を参照。*





 9. どうすれば本当の安心感を得られますか。

9 （2）自分の知恵ではなく，エホバの知恵に頼る。紀元前8世紀のこと，ユダの人々はアッシリア人からの攻撃を恐れていました。アッシリア人に征服されないよう必死になり，エホバに仕えてはいないエジプト人に頼りました。（イザ 30:1，2）エホバは，そんなことをしていたら大変なことになる，と警告しました。（イザ 30:7，12，13）そして，イザヤを通して，本当の安心感を得るにはどうすればよいかを伝えました。こう書かれています。「平静を保ち，[エホバを]信頼するなら，力を得る」。（イザ 30:15後半）

10. どういう時に，エホバを信頼していることを示せますか。

10 どういう時に，エホバを信頼していることを示せるでしょうか。幾つか例を考えてみましょう。今よりも給料の高い仕事をしてみないか，と誘われたとします。でも，その仕事を受け入れると，これまでのようには集会や奉仕などに参加できなくなるかもしれません。職場の異性が親しくなろうとして近づいてきます。でも，その人はエホバの証人ではありません。家族が反対して，「自分とエホバのどちらかを選ぶように」と言うかもしれません。どの場合も難しい決定を迫られますが，エホバはそれぞれに必要な導きを与えてくださいます。（マタ 6:33; 10:37。コリ一 7:39）あとは，私たちがエホバを信頼して，その導きに従うかどうかです。



[image: 姉妹が聖書や出版物を読んでいる。]

11節を参照。*





11. 反対に直面しても平静を保つために，聖書のどんな例を学ぶとよいですか。

11 （3）良い例や悪い例から学ぶ。聖書には，平静を保ち，エホバを信頼することの大切さを示す例がたくさんあります。それらについて学ぶ時，神に仕える人たちが厳しい反対に直面しても平静を保てたのはなぜか，考えてください。例えば，使徒たちはユダヤ人の最高法廷で伝道をやめるよう命じられた時，恐れることなく大胆にこう言いました。「私たちは，人ではなく神に従わなければなりません」。（使徒 5:29）打ちたたかれても冷静さを失いませんでした。エホバが共にいて，自分たちのことを喜んでいる，と分かっていたからです。だからこそ，使徒たちは良い知らせを伝え続けることができたのです。（使徒 5:40-42）またステファノも，死を覚悟しながらも落ち着いていました。その顔が「天使の顔のように」見えるほどでした。（使徒 6:12-15）エホバに愛されていることを確信していたからです。

12. ペテロ第一 3章14節と4章14節からすると，迫害されても幸せでいられるのはなぜですか。

12 使徒たちは，エホバが共にいるということがはっきり分かっていました。エホバから奇跡を行う力を与えられていたからです。（使徒 5:12-16; 6:8）現代の私たちには，そのような力は与えられていません。とはいえ，私たちが正しいことのために苦しむ時，エホバは私たちのことを喜び，聖なる力を与えてくださいます。そのことを聖書の中で約束してくださっています。（ペテロ第一 3:14; 4:14を読む。）ですから，将来厳しい迫害を受けた時にどうしたらよいかとあれこれ考えないようにしましょう。いま行うべきなのは，エホバが私たちを支えて救ってくださるという確信を強めることです。初期のクリスチャンと同じように，私たちもイエスの次の約束に確信を持つ必要があります。「私があなたたちに言葉と知恵を与えるからです。反対者は皆一緒になってもそれに抵抗も反論もできません」。そして，このような保証の言葉もあります。「あなたたちは忍耐によって命を受けます」。（ルカ 21:12-19）また，エホバはご自分に仕える人が忠実を保って死ぬとしても，その人のことを細かな点まで全て覚えていて，復活させてくださいます。そのことを決して忘れないようにしましょう。

13. 平静を保ち，エホバを信頼する点で失敗した人たちの例について調べるとよいのは，なぜですか。

13 平静を保ち，エホバを信頼する点で失敗した人たちの例からも学ぶことができます。そうした悪い例を調べるなら，同じ間違いをしないで済みます。例えば，ユダのアサ王は，エチオピアの大軍に攻められた時はエホバに頼ったので，エホバの助けで戦いに勝つことができました。（代二 14:9-12）しかし後に，はるかに少ない人数の軍隊でイスラエルのバアシャ王が攻めてきた時には，以前のようにエホバに頼るのではなく，シリアに金や銀を送って助けてもらおうとしました。（代二 16:1-3）そして生涯の終わり頃，ひどい病気になった時にも，助けを求めてエホバに頼ることはしませんでした。（代二 16:12）

14. アサの失敗から何を学べますか。

14 アサは初めのうちは，問題にぶつかるとエホバに頼っていました。しかし後に，自分の力で問題を解決しようとし，神に頼らなくなりました。アサがイスラエルに対抗するためにシリアに助けを求めたことは，一見良い方法に思えたかもしれません。しかし，そうして得られた平和は長続きしませんでした。エホバから遣わされた預言者はこう言いました。「あなたがシリアの王に頼り，エホバ神に頼らなかったので，シリアの王の軍勢はあなたの手から逃れてしまいました」。（代二 16:7）私たちにも注意が必要です。自分で解決できると考えて自信過剰になると，聖書に書かれているエホバの導きに頼らなくなってしまいます。時には，緊迫した場面に直面することもあるかもしれません。そういう時にも，平静を保ち，エホバを信頼しましょう。そうすれば，正しい判断ができるように助けてくださいます。



[image: 姉妹が，イザヤ 30章15節を書いたメモを冷蔵庫に貼っている。]

15節を参照。*





15. 聖書を読む時，どんなことを意識できますか。

15 （4）聖書の言葉を覚える。聖書の中に，平静を保ち，エホバを信頼することの大切さを示す言葉を見つけたら，その言葉を覚えましょう。声に出して読むことや，何かに書いて何度も思い返せるようにすることも役立つかもしれません。ヨシュアは，律法の書を毎日小声で読むようにと命じられていました。そうすることによって賢く行動でき，恐れることなく勇気を持って神の民を導くことができました。（ヨシュ 1:8，9）聖書の中には，普通なら不安や恐れを感じるような状況でも穏やかな気持ちを保つのに役立つ言葉がたくさん収められています。（詩 27:1-3。格 3:25，26）





[image: 姉妹が伝道中に仲間の姉妹と話している。]

16節を参照。*





16. エホバは会衆の仲間を用いて，私たちが平静を保ち，エホバを信頼できるように助けてくれます。どのようにですか。

16 （5）神に仕えている人たちとの交友を楽しむ。エホバは兄弟姉妹を用いて，私たちが平静を保ち，エホバを信頼できるように助けてくれます。集会では，演壇からの話や仲間のコメントから，いろんなことを学べます。集会前後の会話から励みを得ることもできます。（ヘブ 10:24，25）不安な気持ちになる時には，会衆の友が話を聞いて慰めてくれるでしょう。友からの「良い言葉」は，不安な気持ちを和らげるのにとても役立ちます。（格 12:25）





[image: 姉妹が，神の王国がもたらす祝福をイメージしている。]

17節を参照。*





17. ヘブライ 6章19節によると，難しい問題にぶつかっても穏やかな心を保つ上で，王国についての希望はどのように助けとなりますか。

17 （6）希望を強く保つ。王国についての希望は「命のためのいかり」のようなものです。その希望があれば，私たちは難しい問題にぶつかったり不安を感じたりしても，心を穏やかに保つことができます。（ヘブライ 6:19を読む。）エホバは，不安や心配のない将来を約束しています。そのことをじっくり考えましょう。（イザ 65:17）つらいことが全くない，平和な新しい世界で生活している自分の姿を思い描いてください。（ミカ 4:4）新しい世界について人々に伝えるなら，希望は強まります。伝道し，人々を弟子とするために，自分にできることを何でも行いましょう。そうすれば，「希望に対する揺るぎない確信を最後まで保」つことができます。（ヘブ 6:11）

「平静を保ち，信頼するなら，力を得る」。イザヤ 30:15




[image: この記事で取り上げられた，平静を保つのに役立つ6つの方法を，1人の姉妹が実践している。]



そのためにできること

	1. いつでも祈る。



	2. エホバの知恵に頼る。



	3. 過去の例から学ぶ。



	4. 聖書の言葉を覚える。



	5. 神に仕えている人たちとの交友を楽しむ。



	6. 希望を強く保つ。









18. この先，どんなことが起きますか。その時，私たちには何ができますか。

18 この体制の終わりが近づくにつれて，不安や心配を感じさせるような問題は増えていくでしょう。2021年の年句は，そうした問題に立ち向かい，平静を保つために，自分の力に頼るのではなく，エホバを信頼するよう私たちを動かします。2021年の間，エホバの次の約束を信じていることを行動によって示していきましょう。「平静を保ち，信頼するなら，力を得る」。（イザ 30:15）







どのように答えますか


	  一切心配してはいけない，というわけではありません。どうしてそう言えますか。



	  平静を保つのに役立つ，どんな6つの方法を学びましたか。



	  イザヤ 30章15節が2021年の年句にふさわしいと言えるのはなぜですか。









8番の歌 エホバは避難所

^ 5節 2021年の年句は，エホバを信頼することの大切さを強調しています。私たちは今も将来も，不安になるような状況に直面するからです。この記事では，平静を保ち，エホバを信頼するにはどうすればよいか，具体的な方法を考えます。


^ 5節 忠実な兄弟姉妹の中には，極度の不安やパニックに苦しんでいる人もいます。そうした反応は病気の症状の1つであり，イエスが言っている心配と同じものではありません。




^ 63節 写真や挿絵: （1）1人の姉妹が心配事について1日に何度も熱烈に祈っている。


^ 65節 写真や挿絵: （2）職場で昼の休憩時間に，知恵を求めて聖書を調べている。


^ 67節 写真や挿絵: （3）聖書中の良い例と悪い例をじっくり考えている。


^ 69節 写真や挿絵: （4）覚えるために，励みとなる聖書の言葉を冷蔵庫に貼っている。


^ 71節 写真や挿絵: （5）仲間の姉妹と一緒に楽しく伝道している。


^ 73節 写真や挿絵: （6）将来について考えて，希望が強まっている。






^ （イザ 30:15） 主権者である主エホバ，イスラエルの聖なる方はこう言う。 「あなたたちは，私のもとに戻って休むなら，救われる。 平静を保ち，信頼するなら，力を得る」。 しかし，あなたたちはそうしようとしなかった。



^ 1節 （詩 13:2） いつまで私は思い悩み， 毎日悲しみに暮れなければならないのですか。 いつまで敵は勝利するのですか。



^ 3節 （マタ 13:22） いばらの間にまかれたもの，これは王国に関する言葉を聞く人ですが，今の体制での心配事や富の誘惑*によってその言葉がふさがれ，実らなく*なります。

または，「裕福という魅惑（見せ掛けの幸せ）」。
もしかすると，「その人は実らなく」。


^ 3節 （ヨハ一 5:19） 私たちが知っている通り，私たちは神から出ていますが，全世界は邪悪な者*の支配下にあります。

サタンのこと。


^ 5節 （マタ 6:25） それで，何を食べ何を飲むのだろうかと自分の命のことで，また何を着るのだろうかと自分の体のことで，心配するのをやめなさい。命は食物より，体は服より大切ではありませんか。



^ 5節 （王一 19:4） そして荒野に入って1日の道のりを行き，エニシダの木の下に来てそこに座り，死ぬことを願って言った。「もう十分です！ エホバ，どうぞ私の命を取り去ってください。私は父祖たちに勝っていません」。



^ 5節 （詩 6:3） ああ，私はひどくかき乱されています。 教えてください，エホバ，いつまでですか。



^ （フィリ 4:6， 7） 何も心配せず，いつでも祈り，祈願を捧げ，感謝しつつ，願い*を神に知っていただくようにしましょう。 7 そうすれば，神からの平和が，キリスト･イエスを通して皆さんの心と考え*を守ります。その平和は人間の理解をはるかに超えています。

または，「請願」。
または，「知力」。


^ 6節 （ペテ一 5:7） そして，心配事*を全て神に委ねましょう。神は優しく気遣ってくださるからです。

または，「不安」，「悩み」。


^ 6節 （フィリ 4:6， 7） 何も心配せず，いつでも祈り，祈願を捧げ，感謝しつつ，願い*を神に知っていただくようにしましょう。 7 そうすれば，神からの平和が，キリスト･イエスを通して皆さんの心と考え*を守ります。その平和は人間の理解をはるかに超えています。

または，「請願」。
または，「知力」。


^ 6節 （ガラ 5:22） 一方，聖なる力*が生み出すもの*は，愛，喜び，平和，辛抱強さ，親切，善良，信仰，

用語集参照。
直訳，「実」。


^ 7節 （ルカ 11:8-10） あなたたちに言いますが，その人は，友人だという理由で起きてきて何かを与えることはないとしても，しつこく頼むなら，必ず起きてきて何でも必要とする物を与えてくれます。 9 それで，求め続けなさい。そうすれば与えられます。探し続けなさい。そうすれば見つかります。たたき続けなさい。そうすれば開かれます。 10 誰でも求めている人は受け，探している人は見つけ，たたいている人には開かれます。



^ 8節 （代二 18:31） 兵車隊長たちはエホシャファトを見るとすぐ，「イスラエルの王だ」と思い，攻め掛かろうとした。エホシャファトは助けを求めて叫んだ。するとエホバ神が彼を助け，直ちに彼らを離れさせた。



^ 8節 （ロマ 8:26） さらに聖なる力も，弱い私たちを助けてくれます。祈るべきなのに何を祈り求めればよいのか分からないとき，私たちの声にならない*うめきと共に，聖なる力が願い出てくれるのです。

または，「言葉にならない」。


^ 9節 （イザ 30:1， 2） エホバはこう宣言する。 「強情な子たちには災いがある。 彼らは，私が立てたのではない計画を実行し， 私の聖なる力に導かれることなく同盟を結び*， 罪を重ねる。  2 私に助言を求めずにエジプトに行き， ファラオの保護の下に*身を潜め， エジプトの陰に避難する。

直訳，「献酒を注ぎ」。契約を結ぶことを指していると考えられる。
直訳，「ファラオのとりでに」。


^ 9節 （イザ 30:7） エジプトは何の助けにもならない。 それで私はこの者を，「じっと座るラハブ*」と呼んだ。

用語集参照。


^ 9節 （イザ 30:12， 13） そのため，イスラエルの聖なる方はこう言う。 「あなたたちがこの言葉を退け， 詐欺と偽りに頼り， それにものをいわせているので， 13 この過ちはあなたたちにとって破れた城壁のようになる。 突き出て今にも崩れそうな高い城壁のように， 突然，瞬く間に崩壊する。



^ 9節 （イザ 30:15） 主権者である主エホバ，イスラエルの聖なる方はこう言う。 「あなたたちは，私のもとに戻って休むなら，救われる。 平静を保ち，信頼するなら，力を得る」。 しかし，あなたたちはそうしようとしなかった。



^ 10節 （マタ 6:33） ですから，王国と神から見て正しいこととをいつも第一にしなさい。そうすれば，こうしたほかのもの全ても，あなたたちに与えられます。



^ 10節 （マタ 10:37） 私より父親や母親に愛情を抱く人は私の弟子としてふさわしくありません。私より息子や娘に愛情を抱く人は私の弟子としてふさわしくありません。



^ 10節 （コリ一 7:39） 妻は夫が生きている間はつながれています。しかし，もし夫が死の眠りに就くことがあれば，望みの人と自由に結婚できます。ただし，主に従う人とだけです。



^ 11節 （使徒 5:29） ペテロとほかの使徒たちは答えた。「私たちは，人ではなく神に従わなければ*なりません。

または，「統治者に従うように従わなければ」。


^ 11節 （使徒 5:40-42） 皆はガマリエルの意見を受け入れ，使徒たちを呼び出して打ちたたき，イエスの名によって語るのをやめるようにと命じてから去らせた。 41 使徒たちは，イエスの名のために辱められるという栄誉を与えられたことを喜びつつ，サンヘドリンの前から出ていった。 42 そして毎日，神殿で，また家から家へと行って教え，キリストであるイエスについての良い知らせを広め続けて，やめなかった。



^ 11節 （使徒 6:12-15） そして民と長老と律法学者たちをあおり立てた。この人たちはステファノに不意に襲い掛かって力ずくで捕らえ，サンヘドリンに引いていった。 13 そして偽の証人たちを立てて，こう言わせた。「この男はこの聖なる場所と律法に逆らうことを語るのをやめません。 14 例えば，彼は，あのナザレ人イエスはこの場所を壊し，モーセから伝えられた習慣を変える，と言っていました」。 15 サンヘドリンで座っている人が皆ステファノを見つめると，その顔は天使の顔のように見えた。



^ （ペテ一 3:14） たとえ正しいことのために苦しむとしても，皆さんは幸せです。人々が恐れるもの*を恐れたり，動揺したりしてはなりません。

もしかすると，「人々の脅し」。


^ （ペテ一 4:14） キリストの名のために非難*されているなら，皆さんは幸せです。栄光ある聖なる力を神から受けているからです。

または，「侮辱」。


^ 12節 （使徒 5:12-16） また，使徒たちはその後も民の間で多くの奇跡*や不思議なことを行った。皆ソロモンの柱廊によく集まっていた。 13 弟子たちに加わる勇気がある人はいなかった。それでも人々は弟子たちを褒めるのだった。 14 そして主を信じる者が，男性も女性もますます増えていった。 15 人々は病人を大通りに連れ出して小さな寝床や敷物に横にならせ，ペテロがそばを通る時にせめてその影が病人の誰かに掛かるようにした。 16 また，エルサレム周辺の町から大勢の人が，病気の人や邪悪な天使に苦しめられている人たちを連れてきた。その人たちは一人残らず治された。

直訳，「しるし」。


^ 12節 （使徒 6:8） さて，神から恵みと力を豊かに受けたステファノは，とても不思議なことと奇跡*を民の間で行っていた。

直訳，「しるし」。


^ 12節 （ペテ一 3:14） たとえ正しいことのために苦しむとしても，皆さんは幸せです。人々が恐れるもの*を恐れたり，動揺したりしてはなりません。

もしかすると，「人々の脅し」。


^ 12節 （ペテ一 4:14） キリストの名のために非難*されているなら，皆さんは幸せです。栄光ある聖なる力を神から受けているからです。

または，「侮辱」。


^ 12節 （ルカ 21:12-19） しかし，これら全てが起きる前に，人々はあなたたちを捕らえて迫害し，会堂や牢屋に引き渡し，あなたたちは私の名のために王や総督の前に連れていかれます。 13 それは証言する機会となります。 14 それで，どのように弁明するかを前もって練習しない，と心に決めなさい。 15 私があなたたちに言葉と知恵を与えるからです。反対者は皆一緒になってもそれに抵抗も反論もできません。 16 さらに，あなたたちは，親，兄弟，親族，友人たちによってさえ引き渡され*，中には殺される人もいます。 17 また，私の名のために全ての人から憎まれます。 18 それでも，あなたたちの髪の毛1本も失われません。 19 あなたたちは忍耐によって命を受けます。

または，「裏切られ」。


^ 13節 （代二 14:9-12） やがて，エチオピア人ゼラハが100万人の軍勢と300両の兵車を率いて，攻めてきた。ゼラハがマレシャに来ると， 10 アサは向かって出ていき，マレシャのツェファタの谷で戦闘隊形を組んだ。 11 アサはエホバ神に呼び掛け，こう言った。「エホバ，あなたは，どんなに多くの人でもどんなに無力な人でも助けることができる方です。私たちの神エホバ，助けてください。私たちはあなたに頼り，あなたの名によってこの軍勢に向かって出てきました。エホバ，あなたは私たちの神です。死にゆく人間があなたに勝つことがありませんように」。 12 すると，エホバはアサとユダの前でエチオピア人を打ち破り，エチオピア人は逃げ去った。



^ 13節 （代二 16:1-3） アサの治世の第36年，イスラエルのバアシャ王はユダを攻め，ラマを築き*始めた。ユダのアサ王の領土に誰も出入りできないようにするためだった。 2 そこでアサはエホバの家と王の家*の宝物庫から銀と金を取り出して，ダマスカスに住むシリアのベン･ハダド王に送り，こう言った。 3 「私とあなたの間，私の父とあなたの父上の間には条約*があります。銀と金をお送りします。どうか，イスラエルのバアシャ王との条約*を破棄し，バアシャが私のもとから撤退するようにしてください」。

または，「の防備を固め」，「再建し」。
または，「宮殿」。
または，「契約」。
または，「契約」。


^ 13節 （代二 16:12） アサは治世の第39年に足を病み，ひどく苦しんだ。ところが，彼は病気になってもエホバに助けを求めず，治療師に頼った。



^ 14節 （代二 16:7） その時，予見者ハナニがユダのアサ王のもとに来て，こう言った。「あなたがシリアの王に頼り，エホバ神に頼らなかったので，シリアの王の軍勢はあなたの手から逃れてしまいました。



^ 15節 （ヨシュ 1:8， 9） この律法の書について語るのをやめて*はいけない。あなたはそれを昼も夜も小声で読ま*なければいけない。そこに記されている全てのことを注意深く守るためである。そうすればあなた*は成功し，賢く行動できる。 9 私はもう一度命じる。勇気を出し，強くありなさい。おじけづいたり恐れたりしてはいけない。あなたがどこに行っても，あなたの神エホバが共にいる」。

直訳，「書が口から離れて」。
または，「思い巡らさ」。
直訳，「あなたの道」。


^ 15節 （詩 27:1-3） エホバは私の光，私の救い。 誰を恐れる必要があるだろうか。 エホバは私の命のとりで。 誰におびえる必要があるだろうか。  2 悪を行う人が私を襲って食い尽くそうとした。 その時，私の敵はつまずいて倒れた。  3 軍隊が私に対して陣営を張ろうとも， 私の心は恐れない。 攻撃を仕掛けてきても， 神への信頼を失わない。



^ 15節 （格 3:25， 26） 突然の恐ろしいことも， 悪人たちを襲う嵐も，恐れない。 26 エホバはあなたに確信を持たせてくださり， あなたの足をわなから守ってくださる。



^ 16節 （ヘブ 10:24， 25） また，互いのことをよく考えて*，愛を表し立派な行いをするよう勧め*合いましょう。 25 仲間と集まることを怠ってはなりません。よく欠席する人たちに倣わないようにし，いつも励まし合いましょう。定められた日が近づいているのですから*，ますますこうしたことを行っていきましょう。

または，「を気遣って」，「に関心を払って」。
または，「意欲を起こさせ」，「奮い立たせ」。
または，「のを見て」。


^ 16節 （格 12:25） 心配事があると心が沈み*， 良い言葉によって心が晴れる。

または，「憂鬱になり」。


^ （ヘブ 6:19） この希望は，私たちの命のためのいかりであり，確かで揺らぐことがなく，私たちを幕*の向こう側に導き入れます。

用語集参照。


^ 17節 （ヘブ 6:19） この希望は，私たちの命のためのいかりであり，確かで揺らぐことがなく，私たちを幕*の向こう側に導き入れます。

用語集参照。


^ 17節 （イザ 65:17） 私は新しい天と新しい地を創造している。 以前の事柄は思い出されることも， 心に浮かぶこともない。



^ 17節 （ミカ 4:4） 彼らはそれぞれ自分のブドウの木やイチジクの木の下に座り*， 誰にも脅かされない。 大軍を率いるエホバの口が語ったのである。

または，「住み」。


^ 17節 （ヘブ 6:11） 私たちは，皆さん一人一人が同じ勤勉さを示し続けて，希望に対する揺るぎない確信を最後まで保ってほしいと思っています。



^ （イザ 30:15） 主権者である主エホバ，イスラエルの聖なる方はこう言う。 「あなたたちは，私のもとに戻って休むなら，救われる。 平静を保ち，信頼するなら，力を得る」。 しかし，あなたたちはそうしようとしなかった。



^ 18節 （イザ 30:15） 主権者である主エホバ，イスラエルの聖なる方はこう言う。 「あなたたちは，私のもとに戻って休むなら，救われる。 平静を保ち，信頼するなら，力を得る」。 しかし，あなたたちはそうしようとしなかった。



^ （イザ 30:15） 主権者である主エホバ，イスラエルの聖なる方はこう言う。 「あなたたちは，私のもとに戻って休むなら，救われる。 平静を保ち，信頼するなら，力を得る」。 しかし，あなたたちはそうしようとしなかった。








研究記事2

「イエスの愛する弟子」から学ぶ


「引き続き愛し合いましょう。愛は神からのものだからです」。ヨハネ第一 4:7

105番の歌 「神は愛」

何を学ぶか*




 1. エホバの愛を感じると，どんな気持ちになりますか。

「神は愛」と使徒ヨハネは書きました。（ヨハ一 4:8）この短い言葉は，命の源である神は愛の源でもある，ということを教えています。エホバは私たちを愛しています。エホバの愛を感じると，安心でき，幸せで満たされた気持ちになります。

 2. マタイ 22章37-40節によると，最も重要な2つのおきてとは何ですか。第二のおきてに従うのが難しいことがあるのはなぜですか。

2 クリスチャンにとって，愛は示しても示さなくてもよいようなものではありません。示さなければならないものです。（マタイ 22:37-40を読む。）エホバのことをよく知るようになれば，エホバを愛するようにという第一のおきてに従うことは，それほど難しくないかもしれません。エホバは完全な方で，私たちにいつでも思いやりを示し，親切にしてくださるからです。でも，隣人を愛するようにという第二のおきてに従うのは，難しいことがあります。私たちの身近な隣人である兄弟姉妹は，完全ではないからです。兄弟姉妹から傷つくようなことを言われたり，不親切なことをされたと感じたりすることがあるかもしれません。エホバは，私たちがそうした問題にぶつかることをご存じです。それで，聖なる力によって聖書筆者を導き，私たちが互いに愛を示すべきなのはなぜか，どうすればそうできるかについて書かせました。その1人がヨハネです。（ヨハ一 3:11，12）

 3. ヨハネはどんなことを強調しましたか。

3 ヨハネは，クリスチャンが愛を示すべきことを何度も強調しました。イエスの生涯を記録した福音書の中で，「愛」や「愛する」といった言葉をたくさん用いています。その数は，ほかの3人の福音書筆者が用いた数の合計よりも多いのです。ヨハネは，福音書と3通の手紙を書いた時には，100歳くらいになっていました。ヨハネが聖なる力に導かれて書いたこれらの書から，クリスチャンは全てのことを愛に動かされて行うべきである，ということを学べます。（ヨハ一 4:10，11）とはいえ，ヨハネでさえ，そのことを学ぶには時間がかかりました。

 4. ヨハネはいつでも愛を示せましたか。

4 若い頃のヨハネは，愛を示せなかったこともありました。エルサレムに向かう途中のことです。イエスと弟子たちはサマリアのある村の人たちから歓迎されませんでした。ヨハネはどうしたでしょうか。天から火が下るよう求めて村の人たち全員を滅ぼしましょうか，と言いました。（ルカ 9:52-56）また別の時には，仲間の使徒たちに愛を示せませんでした。ヨハネとヤコブは母親に頼んで，自分たち2人を王国の目立った立場に就けてほしい，とイエスに言ってもらったようです。ほかの使徒たちは，ヨハネとヤコブがしたことを聞いて激怒しました。（マタ 20:20，21，24）ヨハネはこうした間違いをすることもありましたが，イエスはヨハネを愛していました。（ヨハ 21:7）

 5. この記事ではどんなことを考えますか。

5 この記事では，ヨハネの手本と，愛についてのヨハネの言葉を考えます。私たちは仲間の兄弟姉妹にどのように愛を示すことができるでしょうか。また，家族の頭は家族を愛していることを特にどんな面で示せるでしょうか。考えてみましょう。






愛を行動で示す




[image: 杭に掛けられたイエス]

エホバは私たちを愛しているので，イエスを地上に遣わし，私たちのために死ぬようにした。（6-7節を参照。）





 6. エホバは私たちを愛していることをどのように示してきましたか。

6 愛は親切な言葉で温かい気持ちを表現することだと思われがちです。でも本当の愛は，言葉だけでなく行動でも示すべきものです。（ヤコブ 2:17，26と比較。）そのことを示す例を考えてみましょう。エホバは私たちを愛しています。（ヨハ一 4:19）そして，その愛を私たちの心に響く言葉で表現しています。その言葉は聖書に収められています。（詩 25:10。ロマ 8:38，39）しかし，神が私たちを愛していることは，神が言うことだけでなく行うことからも感じ取れます。ヨハネはこう書きました。「神は独り子を世に遣わし，その方によって私たちが命を得られるようにしてくださいました。このことから，神が私たちを愛してくださっていることが明らかになりました」。（ヨハ一 4:9）エホバは私たちのために，大切なわが子が苦しんで死ぬようにしたのです。（ヨハ 3:16）こうしたことを考えると，エホバが私たちを本当に愛してくれていることを実感できます。

 7. イエスは私たちを愛していることをどのように示しましたか。

7 イエスは弟子たちを愛していて，その愛が弟子たちに伝わるようにしました。（ヨハ 13:1; 15:15）弟子たちを，また私たちを深く愛していることを，言葉だけではなく行動で示しました。「友のために自分の命をなげうつこと，これより大きな愛はありません」とイエスは言っています。（ヨハ 15:13）エホバとイエスが私たちのためにしてくださったことについて考えると，その愛に応えたいと思うのではないでしょうか。

 8. ヨハネ第一 3章18節によると，私たちはどんなことをする必要がありますか。

8 私たちはエホバとイエスを愛していることを，従うことによって示します。（ヨハ 14:15。ヨハ一 5:3）イエスは私たちに，互いに愛し合うよう命じました。（ヨハ 13:34，35）私たちは兄弟姉妹を愛していることを言葉で伝えるだけでなく，行動で示す必要があります。（ヨハネ第一 3:18を読む。）では，具体的にどんなことができるでしょうか。






兄弟姉妹を愛する


 9. 人々を愛していたヨハネはどんなことをしましたか。

9 ヨハネは，父親と一緒に漁業を続けてお金を稼ぐこともできました。でも，そうするのではなく，人々がエホバとイエスについて学ぶのを助けるために残りの人生を費やしました。ヨハネが選んだ生き方は，決して楽なものではありませんでした。迫害され，1世紀の終わりごろ，かなり高齢になっていた時に島流しにされました。（使徒 3:1; 4:1-3; 5:18。啓 1:9）イエスについて伝えたために自由を奪われていた時でさえ，ヨハネは人々を愛していることを示しました。例えば，パトモス島にいた時には，自分に与えられた啓示を記録して，各地の会衆に送りました。そのおかげで兄弟姉妹は，「間もなく必ず起きる事柄」を知ることができました。（啓 1:1）また，パトモス島から解放された後と思われますが，ヨハネは福音書を書き，イエスの生涯と伝道活動について記録しました。さらに，兄弟姉妹を励まして力づけるために3通の手紙も書きました。進んで自分を与えるヨハネの生き方にどのように倣えるでしょうか。

10. 人々を愛していることをどのように示せますか。

10 私たちも，生き方によって人々を愛していることを示せます。サタンが支配する世の中は，私たちがお金を稼いだり有名になったりするために自分の時間やエネルギーを全て使うように仕向けます。一方，自分を進んで与える世界中のクリスチャンは，できるだけ多くの時間を使って良い知らせを伝え，人々がエホバのことをよく知って友になれるように助けています。伝道活動を全時間行っている人もいます。



[image: ]

兄弟姉妹や家族を愛していることを行動で示す。（11，17節を参照。）*





11. エホバに忠実に仕える多くの人たちは，エホバと兄弟姉妹への愛をどのように示していますか。

11 エホバに忠実に仕える人たちの多くは，自分や家族を養うためにフルタイムで働かなければなりません。それでも，神の組織のためにできる限りのことをしています。災害救援や建設プロジェクトに参加している人がいます。また，誰もが世界的な活動のために寄付することができます。こうしたことをするのは，神と人々を愛しているからです。また私たちは，毎週集会に出席することによって兄弟姉妹を愛していることを示します。疲れているとしても集会に行き，緊張するとしてもコメントします。それぞれ問題を抱えていても集会の前後に兄弟姉妹を励まします。（ヘブ 10:24，25）兄弟姉妹が行っていることについて考えると，感謝の気持ちでいっぱいになるのではないでしょうか。

12. ヨハネは，兄弟姉妹を愛していることを示すためにどんなこともしましたか。

12 ヨハネは，褒めるだけでなくアドバイスを与えることによっても，兄弟姉妹を愛していることを示しました。例えば，手紙の中で，兄弟姉妹の信仰や立派な行いを褒めていますが，罪に関する率直なアドバイスも与えています。（ヨハ一 1:8–2:1，13，14）同じように私たちも，兄弟姉妹の立派な行いを褒めますが，誰かに良くない傾向が見られるなら，その人に必要なアドバイスを親切に伝えることによって，愛を示せます。友達に改善すべき点を伝えるのは勇気が要りますが，聖書は，本当の友達は互いを研ぐ，つまり互いにアドバイスをする，と述べています。（格 27:17）

13. どんなことはしないようにすべきですか。

13 また時には，しないことによっても，兄弟姉妹を愛していることを示せます。例えば，言われたことにすぐに腹を立てることはしません。イエスが地上にいた時の出来事について考えてみましょう。イエスは弟子たちに，命を得るためには人の子の肉を食べ，その血を飲む必要があると言いました。（ヨハ 6:53-57）弟子のうち多くの人がこの言葉にショックを受け，イエスに従うのをやめてしまいました。でも，ヨハネなど，イエスの本当の友だった人たちは違いました。イエスから決して離れようとはしませんでした。彼らもイエスが言ったことの意味が分からず，驚いたことでしょう。それでも，イエスが間違ったことを言っていると考えることも，腹を立てることもしませんでした。イエスが間違ったことを言う人ではないと分かっていたので，イエスを信頼しました。（ヨハ 6:60，66-69）友達の言うことにすぐに腹を立てないようにするのは，本当に大事なことです。どういう意味でそう言ったのかを相手に尋ねてみることもできます。（格 18:13。伝 7:9）

14. 心を憎しみの気持ちから守るべきなのはなぜですか。

14 またヨハネは，兄弟姉妹を憎むことがないように，と強く勧めました。このアドバイスを当てはめないなら，サタンに付け込まれてしまうかもしれません。（ヨハ一 2:11; 3:15）1世紀の終わりごろ，実際にこのことが生じました。サタンは，ありとあらゆる手を使って，神に仕える人たちを憎しみによって分裂させようとしました。ヨハネが手紙を書いた頃にはすでに，サタンの考えに影響された人たちが会衆に入り込んでいました。例えばデオトレフェスは，ある会衆に深刻な分裂を引き起こしていました。（ヨハ三 9，10）1世紀の統治体から各地の会衆を訪問するよう派遣された長老たちに全く敬意を払いませんでした。自分の気に入らない人を兄弟姉妹の誰かがもてなそうとすると，その兄弟姉妹を会衆から追い出そうとさえしました。本当にひどい話です。サタンは今も，神に仕える人たちの間に何とかして分裂を引き起こそうとしています。憎しみによって一致が損なわれることが決してないようにしましょう。






家族を愛する




[image: 杭に掛けられたイエスのそばに，使徒ヨハネ，マリア，ローマ兵などが立っている。]

イエスは，生活していく面でもエホバに仕える面でもマリアを助けてくれるようヨハネに頼んだ。現代の家族の頭も，必要なものを家族に与えなければならない。（15-16節を参照。）





15. 家族の頭は，家族を愛していることをどのように示せますか。

15 家族の頭は，生活していくのに必要なものを家族に与えることによって，家族を愛していることを示せます。（テモ一 5:8）とはいえ，家族がエホバとの絆を保てるよう助けることの方がもっと重要です。（マタ 5:3）家族の頭は，イエスの手本から何を学べるでしょうか。ヨハネの福音書によると，イエスは杭に掛けられて死を迎えようとしていた時にも，家族のことを考えていました。その時ヨハネは，イエスの母マリアと一緒に杭のそばに立っていました。イエスはひどく苦しみながらも，マリアの世話をヨハネに託しました。（ヨハ 19:26，27）イエスの弟や妹たちは，生活していくのに必要なものをマリアに与えることができたはずですが，まだ一人もイエスの弟子にはなっていなかったようです。それでイエスは，マリアが生活していく面でもエホバに仕える面でも助けてもらえるようにしたいと思ったのです。

16. ヨハネにはどんな責任がありましたか。

16 ヨハネにはいろいろな責任がありました。ヨハネは使徒の1人として，伝道活動を熱心に行っていました。また，結婚していたようなので，生活していくのに必要なものを家族に与えることと，家族がエホバとの絆を保てるよう助けることをバランスよく行う必要があったでしょう。（コリ一 9:5）家族の頭は，ヨハネからどんな点を学べますか。

17. 家族の頭が信仰の面で家族を助けるのが重要なのは，なぜですか。

17 家族の頭である兄弟たちにも，たくさんの大切な責任があることでしょう。例えば，一生懸命働く必要があります。それはエホバの良い評判となるからです。（エフェ 6:5，6。テト 2:9，10）会衆では，兄弟姉妹を牧羊したり伝道を熱心に行ったりする責任があるかもしれません。さらに，妻や子供たちと一緒に毎週聖書を学ぶのも大事なことです。家族の頭が，生活の面でも，感情の面でも，信仰の面でも家族を支えるために頑張っていることに，家族は心から感謝することでしょう。（エフェ 5:28，29; 6:4）






「いつも私に愛されます」


18. ヨハネはどんなことを確信していましたか。

18 ヨハネは，長い人生の中でいろいろなことを経験しました。信仰を弱めるような，ありとあらゆる試練に直面しました。それでも，最善を尽くしてイエスの命令に従い，兄弟姉妹に愛を示しました。だからこそ，エホバとイエスが愛してくださっていることや，どんな試練も乗り越えられるように力を与えてくださることを確信していました。（ヨハ 14:15-17; 15:10。ヨハ一 4:16）サタンやサタンが支配する世の中がどれほど邪魔しても，ヨハネが愛を感じたり，言葉や行いで愛を示したりするのをやめさせることはできませんでした。

19. ヨハネ第一 4章7節を読むと，どうしたいという気持ちになりますか。なぜですか。

19 ヨハネの時代と同じように，今もサタンがこの世界を支配しています。サタンには愛のかけらもありません。（ヨハ一 3:1，10）サタンは，私たちが兄弟姉妹を愛するのをやめさせたいと思っています。しかし，サタンがそうできるかどうかは私たち次第です。ですから，兄弟姉妹を愛し，その愛を言葉と行動で示していきましょう。そうすれば，エホバの家族の中で喜びを味わい，本当に充実した人生を送ることができるのです。（ヨハネ第一 4:7を読む。）







どのように答えますか


	  ヨハネの手本から何を学べますか。



	  兄弟姉妹を愛していることをどのように示せますか。



	  家族の頭は，家族を愛していることをどのように示せますか。









88番の歌 あなたの道を教えてください

^ 5節 聖書で「イエスの愛する弟子」と呼ばれているのは，使徒ヨハネだったようです。（ヨハ 21:7）ヨハネには，若い頃から素晴らしい面がたくさんあったに違いありません。後に，エホバに用いられて愛について多くのことを書きました。この記事では，ヨハネが書いたこととヨハネの手本から何を学べるかについて考えます。




^ 59節 写真や挿絵: 家族の頭が忙しい中でも，救援活動に加わり，世界的な活動のために寄付をし，仲間を招いて一緒に家族の崇拝を行っている。






^ （ヨハ一 4:7） 愛する皆さん，引き続き愛し合いましょう。愛は神からのものだからです。愛する人は皆，神から生まれ，神を知っています。



^ 1節 （ヨハ一 4:8） 愛さない人は，神をよく知りません。神は愛だからです。



^ （マタ 22:37-40） イエスは言った。「『あなたは，心を尽くし，知力を尽くし，自分の全てを尽くして，あなたの神エホバを愛さなければならない』。 38 これが最も重要な第一のおきてです。 39 第二も同様で，こうです。『あなたは隣人を自分自身のように愛さなければならない』。 40 律法全体と預言者の言葉はこの2つのおきてに懸かっています」。



^ 2節 （マタ 22:37-40） イエスは言った。「『あなたは，心を尽くし，知力を尽くし，自分の全てを尽くして，あなたの神エホバを愛さなければならない』。 38 これが最も重要な第一のおきてです。 39 第二も同様で，こうです。『あなたは隣人を自分自身のように愛さなければならない』。 40 律法全体と預言者の言葉はこの2つのおきてに懸かっています」。



^ 2節 （ヨハ一 3:11， 12） 皆さんが初めから聞いている通り，私たちは愛し合う必要があります。 12 カインのようであってはなりません。カインは邪悪な者*から出て，弟を殺しました。なぜ殺したのでしょうか。自分の行いが悪く，弟の行いが正しかったからです。

サタンのこと。


^ 3節 （ヨハ一 4:10， 11） 私たちが神を愛したというより，神が私たちを愛し，私たちの罪を償う*犠牲としてご自分の子を遣わしてくださったのです。これこそが愛です。 11 愛する皆さん，神がこのように私たちを愛してくださったのですから，私たちも愛し合わなければなりません。

または，「私たちを神と和解させる」。


^ 4節 （ルカ 9:52-56） そして，先に使者を遣わした。使者たちは出掛け，イエスのために準備をしようとサマリア人の村に入った。 53 しかし人々はイエスを迎え入れなかった。イエスがエルサレムへ行こうとしていたからである。 54 弟子のヤコブとヨハネはこれを見て，言った。「主よ，お望みでしたら，天から火が下るよう求めて彼らを滅ぼし尽くしましょうか」。 55 しかしイエスは振り向いて2人を叱った。 56 一行は別の村に行った。



^ 4節 （マタ 20:20， 21） その時，ゼベダイの息子たちの母親が息子2人と共に，敬意を表しながら，あることを求めようとしてイエスに近づいた。 21 イエスは言った。「願いは何ですか」。母親は言った。「この息子たちがあなたの王国で1人はあなたの右に，1人は左に座れるようにしてください」。



^ 4節 （マタ 20:24） ほかの10人はそのことを聞くと，その2人の兄弟に対して憤った。



^ 4節 （ヨハ 21:7） それで，イエスの愛する弟子がペテロに，「主だ！」と言った。裸だったシモン･ペテロは，主だと聞くと，服を着て*湖に飛び込んだ。

または，「腰に巻いて」，「まとって」。


^ 6節 （ヤコ 2:17） 同じように信仰も，行動が伴っていないなら，死んでいるのです。



^ 6節 （ヤコ 2:26） 生命力*のない体が死んでいるのと同じように，行動が伴わない信仰も死んでいるのです。

または，「息」。


^ 6節 （ヨハ一 4:19） 私たちが愛するのは，神がまず愛してくださったからです。



^ 6節 （詩 25:10） エホバの全ての道は揺るぎない愛の表れであり，信頼できる。 契約と教え*を守る人にとって。

または，「思い出させるもの」。


^ 6節 （ロマ 8:38， 39） 私は確信しています。死も，生も，天使も，政府も，今あるものも，これから来るものも，力も， 39 高さも，深さも，ほかのどんな創造物も，主であるキリスト･イエスを通して示される神の愛から私たちを引き離すことはできません。



^ 6節 （ヨハ一 4:9） 神は独り子を世に遣わし，その方によって私たちが命を得られるようにしてくださいました。このことから，神が私たちを愛してくださっていることが明らかになりました。



^ 6節 （ヨハ 3:16） 神は，自分の独り子を与えるほどに人類を愛したのです。そのようにして，独り子に信仰を抱く人が皆，滅ぼされないで永遠の命を受けられるようにしました。



^ 7節 （ヨハ 13:1） イエスは，過ぎ越しの祭りの前に，自分がこの世を去って天の父のもとに行くべき時が来たことを知った。そして，世にいて自分に従う人たちを，それまでも愛してきたが，最後まで愛した。



^ 7節 （ヨハ 15:15） 私はあなたたちをもう奴隷とは呼びません。奴隷は主人が行うことを知らないからです。私はあなたたちを友と呼びました。天の父から聞いたことを全てあなたたちに知らせたからです。



^ 7節 （ヨハ 15:13） 友のために自分の命をなげうつこと，これより大きな愛はありません。



^ （ヨハ一 3:18） 子供たち，口先だけの愛になってしまわないよう，行いによって誠実に愛を表しましょう。



^ 8節 （ヨハ 14:15） あなたたちは，私を愛しているなら，私のおきてを守ります。



^ 8節 （ヨハ一 5:3） 神を愛するとは，神のおきてを守ることです。神のおきては重荷ではありません。



^ 8節 （ヨハ 13:34， 35） 私はあなたたちに新しいおきてを与えます。それは，互いに愛し合うことです。私があなたたちを愛した通りに，あなたたちも互いを愛しなさい。 35 あなたたちの間に愛があれば，全ての人は，あなたたちが私の弟子であることを知ります」。



^ 8節 （ヨハ一 3:18） 子供たち，口先だけの愛になってしまわないよう，行いによって誠実に愛を表しましょう。



^ 9節 （使徒 3:1） さて，ペテロとヨハネは午後3時の祈りの時間に神殿に上っていった。



^ 9節 （使徒 4:1-3） 2人が人々に話している間に，祭司たち，神殿の指揮官，サドカイ派の人たちがやって来た。 2 2人が人々を教え，イエスが復活したこと*をはっきり告げているので，いら立っていた。 3 それで2人を捕らえ，すでに夕方だったので次の日まで拘束した。

または，「イエスを例にして死者の復活」。


^ 9節 （使徒 5:18） 使徒たちを捕らえて牢屋に入れた。



^ 9節 （啓 1:9） 私ヨハネは，皆さんの兄弟であり，イエスと結び付いて皆さんと共に苦難に遭い，王国を約束され，忍耐している。神について語り，イエスについて証言したために，パトモスという島にいた。



^ 9節 （啓 1:1） イエス･キリストによる啓示*。これは神が，間もなく必ず起きる事柄をご自分の奴隷たちに示すため，イエスに与えたものである。イエスは天使を遣わし，その天使を通して，しるし*によって自分*の奴隷ヨハネにこの啓示を伝えた。

意味，「明らかにすること」，「覆いを取ること」。
用語集参照。
もしかすると，「神」。


^ 11節 （ヘブ 10:24， 25） また，互いのことをよく考えて*，愛を表し立派な行いをするよう勧め*合いましょう。 25 仲間と集まることを怠ってはなりません。よく欠席する人たちに倣わないようにし，いつも励まし合いましょう。定められた日が近づいているのですから*，ますますこうしたことを行っていきましょう。

または，「を気遣って」，「に関心を払って」。
または，「意欲を起こさせ」，「奮い立たせ」。
または，「のを見て」。


^ 12節 （ヨハ一 1:8-2:1） 「自分には罪がない」と言うなら，私たちは自分を欺いているのであり，心の中に真理がありません。 9 自分の罪を告白するなら，神は信頼できる正しい方ですから，罪を許してくださり，私たちをあらゆる不正から清めてくださいます。 10 「自分は罪を犯したことがない」と言うなら，私たちは神をうそつきとしているのであり，心の中に神の言葉がありません。 
2 私の子供たち，皆さんが罪を犯さないように，私はこれらのことを書いています。とはいえ，もし誰かが罪を犯したとしても，私たちを助けて*くださる方が父のもとにいます。正しい方であるイエス･キリストです。

または，「擁護して」。


^ 12節 （ヨハ一 2:13， 14） 父親の皆さん，私が書いているのは，皆さんが初めから存在している方をよく知るようになったからです。若い皆さん，私が書いているのは，皆さんが邪悪な者*を征服したからです。幼い子供たち，私が皆さんに書くのは，皆さんが天の父をよく知るようになったからです。 14 父親の皆さん，私が書くのは，皆さんが初めから存在している方をよく知るようになったからです。若い皆さん，私が書くのは，皆さんが強く，神の言葉を心に刻んでおり，邪悪な者*を征服したからです。

サタンのこと。
サタンのこと。


^ 12節 （格 27:17） 鉄が鉄を研ぐように， 人は友を研ぐ。



^ 13節 （ヨハ 6:53-57） イエスは言った。「はっきり言っておきますが，人の子の肉を食べず，その血を飲まない限り，自分の内に命を持てません。 54 私の肉を食べ，私の血を飲む人は永遠の命を受け，私はその人を終わりの日に復活させます。 55 私の肉は真の食物，私の血は真の飲み物です。 56 私の肉を食べ，私の血を飲む人は，ずっと私と結び付いており，私もその人と結び付いています。 57 生きている父が私を遣わし，私が父によって生きているのと同じように，私を食べる人も私によって生きます。



^ 13節 （ヨハ 6:60） イエスの弟子のうち多くの人が，これを聞いた時に，「この話はひどい。誰が聞いていられるだろうか」と言った。



^ 13節 （ヨハ 6:66-69） このために，弟子のうち多くの人が以前の事柄に戻っていき，もはやイエスと共に歩もうとはしなかった。 67 それでイエスは12人に言った。「あなたたちも去っていきたいですか」。 68 シモン･ペテロが答えた。「主よ，私たちは誰の所に行けばよいのでしょう。あなたは永遠の命の言葉を持っています。 69 私たちは，あなたが神の聖なる方であることを信じ，知るようになりました」。



^ 13節 （格 18:13） 聞かないうちに返事をする人は， 愚かであり，辱められる。



^ 13節 （伝 7:9） すぐに腹を立ててはならない。腹立ちは愚かな人の胸にとどまる*。

もしかすると，「愚かな人の特徴だ」。


^ 14節 （ヨハ一 2:11） 兄弟を憎む人は闇の中にいて，闇の中を歩んでおり，自分がどこへ行くのかを知りません。闇のせいで見えなくなっているからです。



^ 14節 （ヨハ一 3:15） 兄弟を憎む人は皆，人殺しです。皆さんが知っている通り，人殺しは永遠の命を受けません。



^ 14節 （ヨハ三 9， 10） 私は会衆に幾らかのことを書き送りました。しかし，会衆で一番上に立とうとしているデオトレフェスは，私たちに敬意を払わず，何も聞き入れようとしません。 10 ですから私は，そちらに行ったら，彼がしていることに皆の注意を引こうと思います。彼は私たちについて悪意のあるうわさを広めています。また，それでは飽き足らず，兄弟たちを温かく迎えることを拒み，歓迎しようとする人たちを邪魔して会衆から追い出そうとしています。



^ 15節 （テモ一 5:8） もしもある人が，自分の家族，特に一緒に住んでいる人たちに必要な物を与えないなら，クリスチャンの信条を否定していることになり，信仰のない人より悪いといえます。



^ 15節 （マタ 5:3） 「神の導きが必要であることを自覚している人たちは幸福です。天の王国はその人たちのものだからです。



^ 15節 （ヨハ 19:26， 27） イエスは，自分の母親と，愛する弟子がそばに立っているのを見て，母親に言った。「見なさい*，あなたの子です！」 27 次に，その弟子に言った。「見なさい，あなたの母親です！」 その時から，その弟子はイエスの母親を自宅に引き取った。

直訳，「女性よ，見なさい」。


^ 16節 （コリ一 9:5） 私たちには，ほかの使徒や主の弟たちやケファ*と同じように，クリスチャンの妻を*伴う権利があります。そうではないでしょうか。

ペテロとも呼ばれる。
または，「姉妹を妻として」。


^ 17節 （エフェ 6:5， 6） 奴隷である人は，自分の主人に従ってください。畏れと敬意を抱きつつ，誠実な心で，キリストに従うのと同じように従うのです。 6 単に人を喜ばせようとして，人目がある時にだけ従うのではありません。キリストの奴隷として，自分の全てを尽くして神の望むことを行いつつ，従いましょう。



^ 17節 （テト 2:9， 10） 奴隷である人は，全ての点で主人に従い，喜ばれるように努めるべきです。口答えをせず， 10 盗むこともせず，全く信頼できることを示すなら，あらゆる面で，私たちの救い主である神の教えを飾ることになるでしょう。



^ 17節 （エフェ 5:28， 29） 同様に，夫は自分の体を愛するように妻を愛するべきです。妻を愛する人は自分を愛しているのです。 29 誰も自分の体を憎んだりはせず，養って大切にします。キリストも会衆を養って大切にします。



^ 17節 （エフェ 6:4） 父親は，子供をいら立たせないようにし，エホバ*が望む指導と助言*によって育ててください。

付録A5参照。
または，「エホバの考えを入れること」。


^ 18節 （ヨハ 14:15-17） あなたたちは，私を愛しているなら，私のおきてを守ります。 16 私は天の父にお願いします。父は別の援助者を与えて，あなたたちと共に永久にいるようにしてくださいます。 17 それは真理を伝える聖なる力です。世の人々はそれを受けることができません。それを見ることも知ることもないからです。あなたたちはそれを知っています。それはあなたたちのもとにとどまり，あなたたちの内にあるからです。



^ 18節 （ヨハ 15:10） 私のおきてを守るなら，いつも私に愛されます。私が父のおきてを守っていつも父に愛されるようにしているのと同じです。



^ 18節 （ヨハ一 4:16） 神が私たちを愛してくださっていることを，私たちは知るようになり，信じました。 神は愛であり，愛を表し続ける人は神とずっと結び付いており，神はその人とずっと結び付いています。



^ （ヨハ一 4:7） 愛する皆さん，引き続き愛し合いましょう。愛は神からのものだからです。愛する人は皆，神から生まれ，神を知っています。



^ 19節 （ヨハ一 3:1） 天の父が私たちにどのような愛を示してくださったかを考えてください。私たちは神の子供と呼ばれるほど愛されており，確かに神の子供です。そのため，世の人々は私たちを知りません。神を知らないからです。



^ 19節 （ヨハ一 3:10） 神の子供と悪魔の子供は次のことから明らかです。正しいことを行い続けない人や兄弟を愛さない人は神から出ていない，ということです。



^ 19節 （ヨハ一 4:7） 愛する皆さん，引き続き愛し合いましょう。愛は神からのものだからです。愛する人は皆，神から生まれ，神を知っています。



^ （ヨハ 21:7） それで，イエスの愛する弟子がペテロに，「主だ！」と言った。裸だったシモン･ペテロは，主だと聞くと，服を着て*湖に飛び込んだ。

または，「腰に巻いて」，「まとって」。







研究記事3

ほかの羊の大群衆は神とキリストをたたえる


「私たちが救われたのは，王座に座っておられる私たちの神と，子羊のおかげです」。啓示 7:10

14番の歌 地球を治める新しい王をたたえる

何を学ぶか*




 1. 1935年の大会で行われた話は，1人の男性にどんな影響を与えましたか。

1926年，18歳の男性がバプテスマを受けました。両親は聖書研究者（現在のエホバの証人）でした。2人には息子が3人と娘が2人いて，子供たちがエホバ神に仕え，イエス･キリストに倣うよう教えました。この若い兄弟は，当時の聖書研究者が皆していたように，毎年の主の晩餐でパンを食べ，ぶどう酒を飲んでいました。しかし，「大いなる群衆」と題する，歴史に残る話を聞いた時，兄弟の将来の希望は大きく変わりました。その話は，1935年に米国ワシントンDCで開かれた大会で行われました。話をしたのはJ･F･ラザフォードでした。その大会でどんなことが明らかになりましたか。

 2. ラザフォード兄弟の話の中で，どんな素晴らしいことが明らかにされましたか。

2 ラザフォード兄弟は話の中で，啓示 7章9節に出てくる「大いなる群衆」（「ジェームズ王欽定訳」[英語]），または「大群衆」は誰なのかを説明しました。その時まで，大群衆は天に行くものの，14万4000人ほど忠実ではない人たちだと考えられていました。ラザフォード兄弟が聖書を用いて説明したことによると，大群衆は天で生きるよう選ばれた人ではなく，キリストのほかの羊*のうち，「大患難」を生き残って，地上で永遠に生きる人たちのことです。（啓 7:14）イエスはこう予告しました。「私にはほかの羊がいますが，この囲いのものではありません。私はその羊たちも連れてこなければならず，それらも私の声を聞きます。こうして，1つの群れ，1人の羊飼いとなります」。（ヨハ 10:16）これらの羊のような人たちは，地上の楽園で永遠に生きる希望を持っている忠実なエホバの証人のことです。（マタ 25:31-33，46）この新たな理解は，冒頭の若い兄弟を含め，たくさんのエホバの証人に大きな変化をもたらしました。（詩 97:11。格 4:18）






新たな理解によって大きな変化がもたらされる


3-4. 1935年の大会で，大勢の人は自分の希望についてどんなことを理解しましたか。そう理解できたのはなぜですか。

3 ラザフォード兄弟が次のように言った時，この大会のクライマックスが訪れました。「地上で永遠に生きる希望を抱いておられる皆さんは，ご起立いただけますか」。その場にいた人によると，約2万人の出席者のうち，半分以上が立ち上がったのです。その時，ラザフォード兄弟は，「ご覧ください！ 大いなる群衆です！」と言いました。すると，聴衆から大きな歓声が湧き起こりました。起立した人たちは，自分が天で生きるよう選ばれてはいないことを理解しました。自分が神の聖なる力で選ばれてはいないことを理解したのです。次の日，840人がバプテスマを受け，エホバの証人になりました。そのほとんどは，ほかの羊の人たちでした。

4 先ほどの若い兄弟をはじめ，大勢の人がこの話を聞いて，主の晩餐でパンを食べることもぶどう酒を飲むこともしなくなりました。1人の兄弟は謙遜にこう語りました。「私が記念式でパンを食べ，ぶどう酒を飲んだのは，1935年が最後でした。天で生きる希望は，エホバが聖なる力によって与えるものですが，自分にはそれが与えられていないと気付いたからです。私が持っていたのは，地上で生活し，地球をパラダイスに変えていく，という希望だったのです」。多くの人も同じように感じていました。（ロマ 8:16，17。コリ二 1:21，22）その時以降，大群衆は増え続けています。そして，天に行くクリスチャンのうち地上に残っている人たちと共にエホバに仕えています。

 5. 記念式でパンを食べることやぶどう酒を飲むことをやめた人たちのことを，エホバはどう見ていますか。

5 1936年からは記念式でパンを食べることもぶどう酒を飲むこともしなくなった人たちのことを，エホバはどう見ているでしょうか。自分は天に行くと考えて，主の晩餐でパンを食べ，ぶどう酒を飲んでいた人が，後になって，自分は天に行くよう選ばれてはいないということに気付いた場合はどうでしょうか。（コリ一 11:28）そうした人は自分の希望を正しく理解していなかったのかもしれません。それでも，自分の間違いを認め，記念式でパンを食べることやぶどう酒を飲むことをやめ，エホバに忠実に仕え続けるなら，エホバはその人をほかの羊の1人と見てくださるでしょう。そうした人たちは，記念式でパンを食べることやぶどう酒を飲むことはもうしませんが，記念式に出席することはやめません。それは，エホバとイエスがしてくださったことに深く感謝しているからです。






特別な希望


 6. イエスは天使たちにどんなことを命じていますか。

6 大患難が近づいている今，啓示 7章の内容を振り返ると，励みが得られます。そこからは，天に行くクリスチャンとほかの羊の大群衆について，さらに知ることができます。イエスは，滅びをもたらす四方の風をしっかり押さえておくよう天使たちに命じます。天使たちは，天に行くクリスチャン全員が証印を押されるまで，つまり忠実を保ったとエホバに認められるまで，地上にこの風が吹き付けないようにします。（啓 7:1-4）天に行くよう選ばれたキリストの兄弟たちは，忠実を保った報いとして天でキリストと共に王また祭司となります。（啓 20:6）エホバもイエスも天使たちも，14万4000人が天での報いを受けるのをぜひ見たいと思っています。
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大群衆が白くて長い衣服を着て，ヤシの枝を手に持ち，神の輝く王座と子羊の前に立っている。（7節を参照。）





 7. 啓示 7章9，10節によると，ヨハネは幻の中で誰を見ましたか。その人たちは何をしていましたか。（表紙の挿絵を参照。）

7 ヨハネは，王また祭司である14万4000人について述べた後，何を見たでしょうか。ハルマゲドンを生き残った「大群衆」です。大群衆は，天に行く人たちよりもはるかに多く，何人になるかは述べられていません。（啓示 7:9，10を読む。）また，「白くて長い衣服を着て」います。それは，大群衆が「自分を[サタンの]世に汚されないように守」り，神とキリストへの忠実を保ってきたことを表しています。（ヤコ 1:27）さらに大群衆は，自分たちが救われたのはエホバと神の子羊であるイエスがしてくださったことのおかげだ，と叫びます。その時，彼らはヤシの枝を手に持っています。それは，イエスをエホバから任命された王として心から受け入れていることを示しています。（ヨハネ 12:12，13と比較。）

 8. 啓示 7章11，12節から，天の様子についてどんなことが分かりますか。

8 啓示 7:11，12を読む。大群衆が現れる時，天では何が起きますか。ヨハネは，イエスや天使や天に復活した者たちが喜びにあふれ，神をたたえているのを見ます。大群衆が大患難を生き残り，この幻が実現する時，天には大きな喜びがあるのです。

 9. 啓示 7章13-15節によると，大群衆はいま何を行っていますか。

9 啓示 7:13-15を読む。ヨハネの記録によると，大群衆は「自分の長い衣服を子羊の血で洗って白くしました」。これは，大群衆がやましいところのない良心を持ち，エホバから正しい人と見なされていることを意味しています。（イザ 1:18）大群衆は，献身し，バプテスマを受けたクリスチャンです。イエスの犠牲に強い信仰を持ち，エホバとの良い関係を築いています。（ヨハ 3:36。ペテ一 3:21）それで，神の王座の前に立ち，比喩的神殿の地上の庭で「昼も夜も神に神聖な奉仕を[する]」ことができています。大群衆によって，王国について伝えて人々を弟子とする活動の大部分が行われています。彼らは神の王国をいつも第一にしているのです。（マタ 6:33; 24:14; 28:19，20）



[image: ]

ほかの羊の大群衆が大患難を生き残り，喜びにあふれている。（10節を参照。）





10. 大群衆は誰の世話を受けることができますか。どんな約束が実現しますか。

10 大患難から出てくる大群衆は，引き続き神からの世話を受けることができます。そう言えるのは，「王座に座っておられる方は，この人たちをご自分の天幕で覆います」とあるからです。次の約束が実現します。「神は人々の目から全ての涙を拭い去ります。もはや死はなくなり，悲しみも嘆きも苦痛もなくなります」。ほかの羊の願いがついにかなうのです。（啓 21:3，4）

11-12. （ア）啓示 7章16，17節からすると，大群衆はどんな祝福を与えられますか。（イ）ほかの羊が主の晩餐に出席するのはなぜですか。

11 啓示 7:16，17を読む。今はエホバの証人の中にも，十分なお金がないことや暴動や戦争などのせいで，必要な食べ物が手に入らない人がいます。信仰を貫いているために投獄されている人もいます。しかし，この邪悪な体制の滅びを生き残るなら，食べる物やエホバからの教えを本当にたくさん得ることができます。大群衆はその時を楽しみにしています。サタンの体制が終わりを迎える時，大群衆はエホバの怒りから守られます。人々が感じる「焼け付くような暑さ」に襲われることはありません。大患難が終わると，イエスは地上に生き残った大群衆を「[永遠の]命の水の泉」に導きます。大群衆には特別な希望があります。これまで地上で生きた人は何十億人もいますが，その中で死を経験しないのは大群衆だけなのです。（ヨハ 11:26）

12 ほかの羊は本当に素晴らしい希望を与えられています。そのことをエホバとイエスに感謝できます。天に行くよう選ばれてはいませんが，天に行く人たちと同じようにエホバに大切にされています。天に行く人も地上で生きる人も，神とキリストをたたえることができます。そうする1つの方法は，主の晩餐に出席することです。






記念式で神とキリストを心からたたえる




[image: 1人の兄弟が，グラスに入ったぶどう酒を隣の兄弟に回している。]

イエスは私たちのために死に，私たちが永遠に生きられるようにした。記念式で回されるパンとぶどう酒は，そのことを思い起こさせる。（13-15節を参照。）





13-14. 天に行く希望を持っていない人もキリストの死の記念式に出席するのはなぜですか。

13 最近では，記念式に出席する人のうち，パンを食べ，ぶどう酒を飲む人は，およそ1000人に1人です。ほとんどの会衆には，記念式でパンを食べ，ぶどう酒を飲む人が1人もいません。つまり，記念式に出席する人の大半は，地上で生きる希望を持っている人です。それでも主の晩餐に出席するのはなぜでしょうか。例えで考えてみましょう。友達の結婚式に出席する人は，結婚する2人への愛や気遣いを示すためにそうします。同じように，ほかの羊が記念式に出席するのは，キリストと天に行く人たちを愛し，助けになりたいと思っているからです。また，人が地上で永遠に生きることを可能にするイエスの犠牲に感謝を示すためでもあります。

14 ほかの羊が記念式に出席するのは，イエスがそうするよう命じているからでもあります。イエスは，初めて主の晩餐を行った時，忠実な使徒たちにこう言いました。「このことを行っていき，私のことを思い起こしなさい」。（コリ一 11:23-26）ですからほかの羊は，天に行くよう選ばれた人たちが地上にいる間は，主の晩餐に出席し続けます。そして，一緒に記念式に出席するよう，できるだけ多くの人を招待します。

15. 私たちはどのようにして，記念式で神とキリストをたたえることができますか。

15 記念式では，歌と祈りで神とキリストをたたえることができます。今年の記念式の話の主題は，「神とキリストがしてくださったことに感謝しましょう」です。この話を聞くと，エホバとキリストへの感謝が深まるでしょう。パンとぶどう酒が回される時，私たちはそれがイエスの体と血を表していることを思い起こします。エホバは，イエスが私たちのために死ぬようにして，私たちが永遠に生きられるようにしてくださいました。そのことも思い起こします。（マタ 20:28）天のお父さんエホバと独り子イエスを愛している人は皆，記念式に出席したいと思うことでしょう。






希望を与えてくださったエホバに感謝する


16. 天に行く人たちとほかの羊には，どんな共通点がありますか。

16 神が天に行く人たちをほかの羊よりも高く評価している，ということはありません。神にとってはどちらも大切な存在です。天に行く人たちもほかの羊も，イエスの命という同じ代価で買い取られたからです。2つのグループの違いは，どんな希望を持っているか，ということです。とはいえ，どちらのグループも神とキリストに忠実を保つ必要があります。（詩 31:23）別の点として，神の聖なる力は私たち全てに同じように働きます。エホバはどちらのグループの人にも，それぞれの必要に応じて聖なる力を与えてくださるのです。

17. 天に行くクリスチャンのうち地上に残っている人たちは，どんなことを心待ちにしていますか。

17 天に行くクリスチャンは，生まれつきその希望を持っているわけではありません。それは，神から与えられるものです。天に行く人たちは，自分の希望について考え，祈り，天での報いを受けることを心から願っています。とはいえ，天での体がどのようなものかは想像することもできません。（フィリ 3:20，21。ヨハ一 3:2）それでも，エホバやイエスや天使たちや天に復活した者たちと会い，天で共に働くことを心待ちにしています。

18. ほかの羊はどんなことを楽しみにしていますか。

18 ほかの羊は地上で永遠に生きることを楽しみにしています。これは，人間がごく自然に願うことです。（伝 3:11）地球全体をパラダイスに変えていく活動に加わることも楽しみにしています。その時には，自分の家を建て，庭を造り，病気の心配をすることなく子供を育てることができます。（イザ 65:21-23）地球を旅して，山や森や海を見て回り，エホバが創造したあらゆるものを研究することもできます。そして何よりも，エホバとの絆がますます強くなっていくのを実感できるのです。

19. 私たちは記念式に出席することで，何を行えますか。今年の記念式はいつですか。

19 エホバは，ご自分に仕える人たちそれぞれに素晴らしい将来の希望を与えています。（エレ 29:11）キリストの死の記念式は，私たち一人一人にとって特別な時となります。私たちが終わりのない命を得られるように素晴らしいことをしてくださった，神とキリストをたたえることができるからです。記念式は確かに，真のクリスチャンにとって一番重要な集会です。この集まりは，2021年3月27日土曜日の日没後に行われます。多くの人が比較的自由にこの重要な集まりに出席できる一方で，反対の中で出席する人もいるでしょう。中には，刑務所で記念式を祝わなければならない人もいるでしょう。会衆やグループで集まって行うとしても，1人で行うとしても，エホバやイエスや天使たちや天に復活した者たちが見守る中で祝われる今年の記念式が，素晴らしいものとなりますように。

2021年のように，土曜日に記念式が行われる場合，週末の集会はありません。そのため，来週の研究記事は用意されていません。











どのように答えますか


	  1935年に，「大群衆」についてどんなことが明らかにされましたか。



	  大群衆は，大患難の後にどんなことが起きるのを楽しみにしていますか。



	  私たちはどのようにして，記念式で神とキリストをたたえることができますか。









150番の歌 救いのために神に頼る

^ 5節 2021年3月27日は，エホバの証人にとって特別な日です。その日の晩にキリストの死の記念式を行うからです。出席者のほとんどは，イエスが「ほかの羊」と呼んだグループの人たちです。そのグループについて，1935年にどんな素晴らしいことが明らかになりましたか。ほかの羊は，大患難の後にどんなことが起きるのを楽しみにしていますか。また，記念式に出席する時には，どのように神とキリストをたたえることができますか。


^ 2節 語句の説明: ほかの羊とは，キリストに従い，地上で永遠に生きる希望を持つ人たちのことです。終わりの時代にエホバに仕えるようになった人も含まれます。大群衆とは，ほかの羊の一部で，大患難でキリストが人類を裁く時に生きていて，ハルマゲドンを生き残る人たちのことです。






^ （啓 7:10） そして大声でこう叫び続ける。「私たちが救われたのは，王座に座っておられる私たちの神と，子羊のおかげです」。



^ 2節 （啓 7:9） その後，私が見ると，全ての国や民族や種族や言語の人々の中から来た，誰も数え切れない大群衆が，王座と子羊の前に立っていた。その人たちは白くて長い衣服を着て，ヤシの枝を持っていた。



^ 2節 （啓 7:14） それで私がすぐその長老に，「それはあなたが知っておられます」と言うと，彼は私に言った。「これは大患難から出てくる人たちです。この人たちは，自分の長い衣服を子羊の血で洗って白くしました。



^ 2節 （ヨハ 10:16） 私にはほかの羊がいますが，この囲いのものではありません。私はその羊たちも連れてこなければならず，それらも私の声を聞きます。こうして，1つの群れ，1人の羊飼いとなります。



^ 2節 （マタ 25:31-33） 人の子は栄光を帯びて，全ての天使と共に来ると，その時，栄光の座に座ります。 32 全ての国の人々が彼の前に集められ，人の子は，羊飼いが羊をヤギから分けるように，人々を分けます。 33 そして羊を自分の右に，ヤギを自分の左に置きます。



^ 2節 （マタ 25:46） この人たちは永遠の死を迎え，正しい人たちは永遠の命を受けます」。



^ 2節 （詩 97:11） 光が正しい人のためにきらめいた。 喜びが心の正直な人を照らした。



^ 2節 （格 4:18） しかし，正しい人たちの道は夜明けの光のようだ。 真昼になるまで明るさを増していく。



^ 4節 （ロマ 8:16， 17） 私たちが神の子供であることを，聖なる力*が私たちの精神*と共に証明*します。 17 子供なのですから，相続人でもあります。実に神の相続人*であり，キリストとの共同相続人です。ただし，共に栄光を受けるため，共に苦しむならばのことです。

ギリシャ語，プネウマ。用語集参照。
ギリシャ語，プネウマ。用語集参照。
または，「証言」。
用語集参照。


^ 4節 （コリ二 1:21， 22） 皆さんと私たちがキリストのものであることを保証してくださっている方，私たちを選んで*くださった方は神です。 22 また，神は私たちに証印を押し，これから来るもののしるし*として聖なる力*を私たちの心の中に与えてくださいました。

直訳，「に油を注いで」。用語集の「油を注ぐ」参照。
または，「これから来るものの保証（誓約）」，「手付金」。
用語集参照。


^ 5節 （コリ一 11:28） まず自分をよく調べて確かめ，その上でパンを食べ，杯から飲むべきです。



^ 6節 （啓 7:1-17） その後，私は4人の天使を見た。天使たちは地の四隅に立ち，地の四方の風をしっかり押さえて，陸地にも海にもどの木にも風が吹き付けないようにしていた。 2 さらに見ていると，別の天使が，生きている神の証印を持って，日の出の方角*から上ってきた。その天使は，陸地と海を損なうことを許された4人の天使に大声で呼び掛けて， 3 こう言った。「私たちが，私たちの神の奴隷たちの額に証印を押すまでは，陸地も海も木も損なってはなりません」。 4 そして私は，証印を押された人たちの数を聞いた。それは14万4000人であり，イスラエルの子孫の全部族の中から人々が証印を押された。  5 ユダ族の中から1万2000人が証印を押され， ルベン族の中から1万2000人， ガド族の中から1万2000人，  6 アシェル族の中から1万2000人， ナフタリ族の中から1万2000人， マナセ族の中から1万2000人，  7 シメオン族の中から1万2000人， レビ族の中から1万2000人， イッサカル族の中から1万2000人，  8 ゼブルン族の中から1万2000人， ヨセフ族の中から1万2000人， ベニヤミン族の中から1万2000人が証印を押された。 9 その後，私が見ると，全ての国や民族や種族や言語の人々の中から来た，誰も数え切れない大群衆が，王座と子羊の前に立っていた。その人たちは白くて長い衣服を着て，ヤシの枝を持っていた。 10 そして大声でこう叫び続ける。「私たちが救われたのは，王座に座っておられる私たちの神と，子羊のおかげです」。 11 天使たちは皆，王座と長老たちと4つの生き物の周りに立っていた。そして，王座の前にひれ伏して神を崇拝し， 12 こう言った。「アーメン！ 賛美と栄光と知恵と感謝と栄誉と力と強さが，いつまでも永遠に私たちの神にありますように。アーメン」。 13 すると，長老の1人が私に言った。「白くて長い衣服を着たこの人たちは誰でしょうか。どこから来たのでしょうか」。 14 それで私がすぐその長老に，「それはあなたが知っておられます」と言うと，彼は私に言った。「これは大患難から出てくる人たちです。この人たちは，自分の長い衣服を子羊の血で洗って白くしました。 15 そのため，神の王座の前にいて，神殿で昼も夜も神に神聖な奉仕をしています。そして，王座に座っておられる方は，この人たちをご自分の天幕で覆います。 16 この人たちはもはや飢えることも喉が渇くこともなく，照り付ける太陽の熱や焼け付くような暑さに襲われることもありません。 17 王座の前*にいる子羊が，この人たちを世話し*，命の水の泉に導くからです。また，神はこの人たちの目から全ての涙を拭い去られます」。

または，「東」。
または，「真ん中」。
または，「の牧者となり」。


^ 6節 （啓 7:1-4） その後，私は4人の天使を見た。天使たちは地の四隅に立ち，地の四方の風をしっかり押さえて，陸地にも海にもどの木にも風が吹き付けないようにしていた。 2 さらに見ていると，別の天使が，生きている神の証印を持って，日の出の方角*から上ってきた。その天使は，陸地と海を損なうことを許された4人の天使に大声で呼び掛けて， 3 こう言った。「私たちが，私たちの神の奴隷たちの額に証印を押すまでは，陸地も海も木も損なってはなりません」。 4 そして私は，証印を押された人たちの数を聞いた。それは14万4000人であり，イスラエルの子孫の全部族の中から人々が証印を押された。

または，「東」。


^ 6節 （啓 20:6） 第一の復活で生き返る者は，幸福な者，聖なる者である。その者たちに対して，第二の死は何の力*もない。彼らは神とキリストの祭司となり，1000年の間キリストと共に王として治める。

または，「権威」。


^ （啓 7:9， 10） その後，私が見ると，全ての国や民族や種族や言語の人々の中から来た，誰も数え切れない大群衆が，王座と子羊の前に立っていた。その人たちは白くて長い衣服を着て，ヤシの枝を持っていた。 10 そして大声でこう叫び続ける。「私たちが救われたのは，王座に座っておられる私たちの神と，子羊のおかげです」。



^ 7節 （啓 7:9， 10） その後，私が見ると，全ての国や民族や種族や言語の人々の中から来た，誰も数え切れない大群衆が，王座と子羊の前に立っていた。その人たちは白くて長い衣服を着て，ヤシの枝を持っていた。 10 そして大声でこう叫び続ける。「私たちが救われたのは，王座に座っておられる私たちの神と，子羊のおかげです」。



^ 7節 （ヤコ 1:27） 私たちの父である神から見て，清く汚れのない崇拝の型*は，困っている孤児ややもめを世話することと，自分を世に汚されないように守ることです。

または，「宗教」。


^ 7節 （ヨハ 12:12， 13） 次の日，祭りに来ていた大勢の人たちは，イエスがエルサレムに来ることを聞いた。 13 そしてヤシの木の枝を取ってイエスを迎えに出て，こう叫び始めた。「お救いください，この方を！ エホバの名によって来る方，イスラエルの王が祝福されますように！」



^ （啓 7:11， 12） 天使たちは皆，王座と長老たちと4つの生き物の周りに立っていた。そして，王座の前にひれ伏して神を崇拝し， 12 こう言った。「アーメン！ 賛美と栄光と知恵と感謝と栄誉と力と強さが，いつまでも永遠に私たちの神にありますように。アーメン」。



^ 8節 （啓 7:11， 12） 天使たちは皆，王座と長老たちと4つの生き物の周りに立っていた。そして，王座の前にひれ伏して神を崇拝し， 12 こう言った。「アーメン！ 賛美と栄光と知恵と感謝と栄誉と力と強さが，いつまでも永遠に私たちの神にありますように。アーメン」。



^ （啓 7:13-15） すると，長老の1人が私に言った。「白くて長い衣服を着たこの人たちは誰でしょうか。どこから来たのでしょうか」。 14 それで私がすぐその長老に，「それはあなたが知っておられます」と言うと，彼は私に言った。「これは大患難から出てくる人たちです。この人たちは，自分の長い衣服を子羊の血で洗って白くしました。 15 そのため，神の王座の前にいて，神殿で昼も夜も神に神聖な奉仕をしています。そして，王座に座っておられる方は，この人たちをご自分の天幕で覆います。



^ 9節 （啓 7:13-15） すると，長老の1人が私に言った。「白くて長い衣服を着たこの人たちは誰でしょうか。どこから来たのでしょうか」。 14 それで私がすぐその長老に，「それはあなたが知っておられます」と言うと，彼は私に言った。「これは大患難から出てくる人たちです。この人たちは，自分の長い衣服を子羊の血で洗って白くしました。 15 そのため，神の王座の前にいて，神殿で昼も夜も神に神聖な奉仕をしています。そして，王座に座っておられる方は，この人たちをご自分の天幕で覆います。



^ 9節 （イザ 1:18） エホバはこう言う。 「来なさい。私たちの間で物事を正そう。 あなたたちの罪は緋*のようだが， 雪のように白くされる。 紅の布のように赤いが， 羊毛のようになる。

または，「赤」。


^ 9節 （ヨハ 3:36） 子に信仰を抱く人は永遠の命を受ける。子に従わない人は命を得ず，神の憤りがその人の上にとどまる。



^ 9節 （ペテ一 3:21） これに相当するものであるバプテスマ*（肉体の汚れを除くことではなく，健全な*良心を神に願い求めること）により，今皆さんはイエス･キリストの復活を通して救われています。

用語集参照。
または，「晴れ晴れとした」，「正しく機能する」。


^ 9節 （マタ 6:33） ですから，王国と神から見て正しいこととをいつも第一にしなさい。そうすれば，こうしたほかのもの全ても，あなたたちに与えられます。



^ 9節 （マタ 24:14） そして，王国の良い知らせは，全ての国の人々が聞けるように世界中で伝えられます。それから終わりが来ます。



^ 9節 （マタ 28:19， 20） それで，行って，全ての国の人々を弟子としなさい。父と子と聖なる力の名によってバプテスマを施し， 20 私が命令した事柄全てを守るように教えなさい。私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。



^ 10節 （啓 21:3， 4） その時，王座から大きな声がした。「見なさい！ 神の天幕が人々と共にあり，神は人々と共に住み，人々は神の民となります。神が人々と共にいるようになるのです。 4 神は人々の目から全ての涙を拭い去ります。もはや死はなくなり，悲しみも嘆きも苦痛もなくなります。以前のものは過ぎ去ったのです」。



^ （啓 7:16， 17） この人たちはもはや飢えることも喉が渇くこともなく，照り付ける太陽の熱や焼け付くような暑さに襲われることもありません。 17 王座の前*にいる子羊が，この人たちを世話し*，命の水の泉に導くからです。また，神はこの人たちの目から全ての涙を拭い去られます」。

または，「真ん中」。
または，「の牧者となり」。


^ 11節 （啓 7:16， 17） この人たちはもはや飢えることも喉が渇くこともなく，照り付ける太陽の熱や焼け付くような暑さに襲われることもありません。 17 王座の前*にいる子羊が，この人たちを世話し*，命の水の泉に導くからです。また，神はこの人たちの目から全ての涙を拭い去られます」。

または，「真ん中」。
または，「の牧者となり」。


^ 11節 （ヨハ 11:26） そして，生きていて私に信仰を抱く人は皆，決して死ぬことがありません。このことを信じますか」。



^ 14節 （コリ一 11:23-26） 私は，主から受けたことを皆さんに伝えました。主イエスは，裏切られようとしていた夜，パンを取り， 24 感謝の祈りをしてからそれを割り，こう言いました。「これはあなたたちのための私の体を表しています。このことを行っていき，私のことを思い起こし*なさい」。 25 食事が済んでから，杯についても同じようにして，こう言いました。「この杯は私の血による新しい契約を表しています。それを飲むたびに，このことを行い，私のことを思い起こし*なさい」。 26 皆さんは，このパンを食べ，この杯から飲むたびに，主の死を広く知らせるのであり，主が来るまでそれを続けるのです。

または，「記念し」。
または，「記念し」。


^ 15節 （マタ 20:28） 人の子も，仕えてもらうためではなく仕えるために，また多くの人と引き換える贖いとして自分の命を与えるために来ました」。



^ 16節 （詩 31:23） エホバを愛せ，神に尽くす*全ての人たち。 エホバは忠実な人を保護する。 しかし，傲慢な人を厳しく処罰する。

または，「を揺るぎなく支持する」，「から離れない」。


^ 17節 （フィリ 3:20， 21） しかし私たちは天に住むのであり*，救い主である主イエス･キリストが天から来るのを心から待ち望んでいます。 21 キリストは，あらゆるものを自分に従わせる大きな力によって，私たちのもろい体を，自分と同じような栄光ある体に変えてくださいます。

または，「天での市民権を持っており」。


^ 17節 （ヨハ一 3:2） 愛する皆さん，今や私たちは神の子供ですが，将来どのようになるかはまだ明らかにされていません。分かっているのは，神がご自分を示す時に私たちが神のようなものになるということです。神をありのままに見るからです。



^ 18節 （伝 3:11） 神は全てを適切な時に美しくした*。神は人に，永遠を思う心さえ与えた。それでも人は，真の神の行いを決して知り尽くす*ことがない。

または，「に組織した」，「に整えた」，「に配置した」。
または，「を始まりから終わりまで決して知る」。


^ 18節 （イザ 65:21-23） 人々は家を建てて住み， ブドウ園を造って実を食べる。 22 建てた家に他人が住むことはなく， 植えた物を他人が食べることもない。 私の民の寿命は木の寿命のようになり， 私が選んだ者たちは働く喜びを存分に味わう。 23 彼らは無駄に*労苦することはなく， 生まれる子たちが苦しむこともない。 彼らとその子孫は，エホバに祝福された民だからである。

または，「無意味に」。


^ 19節 （エレ 29:11） エホバはこう宣言する。『私は，あなたたちのために自分が行おうとしている*ことをよく知っている。あなたたちに災いではなく平和をもたらし，良い将来と希望を与えたいと思っている。

または，「考えている」。







研究記事4

優しい愛情を深めていきましょう


「兄弟愛を抱いて，優しい愛情を示し合いましょう」。ローマ 12:10

109番の歌 心から熱烈に愛しましょう

何を学ぶか*




 1. 自然な愛情に関して，どんな状況が見られますか。

聖書は，終わりの時代には人々の間に「自然な愛情」が見られなくなる，と予告していました。（テモ二 3:1，3）今，まさにその預言の通りになっています。例えば，多くの家族が離婚によってばらばらになっています。父親と母親は互いに腹を立て，子供たちは親から愛されていないと感じます。同じ家に住んでいる家族でも，まるで他人のようになっていることもあります。家族問題を扱うカウンセラーはこう述べています。「父親と母親と子供たちのつながりは，すっかり失われてしまった。その代わり，それぞれがコンピュータやタブレットやスマートフォンやゲームとつながるようになっている。こうした家族は，同じ屋根の下で暮らしてはいても，お互いのことをほとんど知らない」。

2-3. （ア）ローマ 12章10節からすると，誰に対して優しい愛情を示すべきですか。（イ）この記事ではどんな点を考えますか。

2 私たちは，愛のないこの世界によって形作られたくはありません。（ロマ 12:2）それで，家族だけでなく会衆の兄弟姉妹に対しても，優しい愛情を深める必要があります。（ローマ 12:10を読む。）優しい愛情とは何でしょうか。この言葉は特に，親しい家族の中に見られる温かい気持ちを表しています。会衆の兄弟姉妹はエホバへの崇拝で結ばれた家族なので，互いに優しい愛情を深めるのは大切なことです。優しい愛情を示すなら，真の崇拝にとって重要な一致を守ることができます。（ミカ 2:12）

3 聖書に出てくる例を調べて，優しい愛情を深め，それを示すのに役立つ点を考えてみましょう。






エホバは「優しい愛情にあふれ」た方


 4. ヤコブ 5章11節から，エホバの愛についてどんなことが分かりますか。

4 聖書には，エホバの素晴らしい性格について書かれています。例えば，「神は愛」とあります。（ヨハ一 4:8）それだけでも魅力的ですが，聖書によれば，エホバは「優しい愛情にあふれ」た方でもあります。（ヤコブ 5:11を読む。）エホバがどれほど私たちを愛してくださっているかが伝わってくるのではないでしょうか。

 5. エホバはどのように憐れみを示していますか。私たちはどのようにエホバに倣えますか。

5 ヤコブ 5章11節では，エホバの優しい愛情がほかの魅力的な性格と結び付けられています。それは憐れみです。（出 34:6）例えば，エホバは私たちの間違いを許すことによって，憐れみを示してくださいます。（詩 51:1）でも聖書によると，憐れみを示すとは，人を許すことだけではありません。憐れみとは，心の奥深くから湧き上がる感情のことで，困っている人を見た時に助けたいと思う気持ちのことです。聖書によると，私たちを助けたいというエホバの願いは，母親が子供を思う気持ちよりも強いものです。（イザ 49:15）エホバは私たちがつらい状況にあるのを見ると，憐れみを感じ，私たちを助けてくれます。（詩 37:39。コリ一 10:13）私たちは，仲間から嫌なことをされても，許して根に持たないことによって，憐れみを示すことができます。（エフェ 4:32）でもそれだけでなく，大変な状況にある仲間の支えになることによっても憐れみを示せます。愛の気持ちから憐れみを示すなら，優しい愛情の点で最高の手本であるエホバに倣っていることになります。（エフェ 5:1）






ヨナタンとダビデは「固い友情で結ばれ」ていた


 6. ヨナタンとダビデは優しい愛情をどのように示しましたか。

6 不完全な人間であっても，優しい愛情を示すことは可能です。聖書にはそうした人たちのことが書かれています。ヨナタンとダビデの例を考えてみましょう。聖書にはこうあります。「ヨナタンとダビデは固い友情で結ばれ，ヨナタンはダビデを自分自身のように愛するようになった」。（サム一 18:1）ダビデはサウルの次の王になるように選ばれていました。やがてサウルはダビデをねたんで殺そうとするようになりました。ヨナタンはサウルの息子でしたが，ダビデを殺そうとする父親の計画には加わりませんでした。ヨナタンとダビデはいつまでも友達でいることと，いつでも助け合うことを約束しました。（サム一 20:42）



[image: ヨナタンがダビデに語り掛けている。]

ダビデとヨナタンは年が離れていたが，互いに優しい愛情を示し，固い絆で結ばれていた。（6-9節を参照。）





 7. どんな点を考えると，ヨナタンとダビデの友情は素晴らしいものだと言えますか。

7 ヨナタンとダビデが示した優しい愛情が特に素晴らしいものと言えるのはなぜでしょうか。2人には，友達になるのを難しくするような要素が幾つもあったからです。例えば，ヨナタンはダビデよりも30歳ほど年上でした。ずっと年下で経験の浅いダビデとは話が合わないと考えても不思議ではありませんでした。しかし，ヨナタンはダビデを下に見たりはせず，敬意を示しました。

 8. ヨナタンがダビデにとって素晴らしい友達だったのはなぜだと思いますか。

8 ヨナタンはダビデをねたんでもおかしくありませんでした。サウル王の息子として，自分には王位を継ぐ権利があると主張することもできたからです。（サム一 20:31）でも，ヨナタンは謙遜な人で，エホバを深く愛していました。ですから，次の王としてダビデを選んだエホバの決定を心から支持しました。ダビデのことも深く愛し，そのせいでサウルが激怒しても，ダビデとの約束を守りました。（サム一 20:32-34）

 9. ヨナタンはダビデをライバル視しましたか。

9 ヨナタンはダビデに優しい愛情を抱いていたので，ダビデをライバル視したりはしませんでした。ヨナタンは弓を射るのがとても上手で，勇敢な戦士でした。父親のサウルと共に，「ワシよりも速く，ライオンよりも強[い]」人として，よく知られていました。（サム二 1:22，23）それで，ヨナタンは自分の戦いぶりについて誇らしげに話すこともできたことでしょう。しかし，対抗心を燃やしたり，ねたんだりはしませんでした。それどころか，ダビデの勇気やエホバへの信頼を褒めました。ダビデがゴリアテを打ち倒した後，ヨナタンはダビデを自分のことのように愛するようになったのです。では，私たちはどうすればこうした優しい愛情を仲間の兄弟姉妹に示すことができるでしょうか。






優しい愛情を示すには


10. 「心から熱烈に愛し合[う]」とは，どういう意味ですか。

10 聖書には，「心から熱烈に愛し合ってください」とあります。（ペテ一 1:22）エホバは模範を示してくださっています。エホバは，私たちを本当に深く愛しているので，私たちがエホバを心から愛しているなら，どんなものもその愛の絆を壊すことはできません。（ロマ 8:38，39）「熱烈に」と訳されているギリシャ語には，引き伸ばす，またはぴんと張るというイメージが含まれています。確かに，仲間の兄弟姉妹に優しい愛情を示すには努力が求められることもあるかもしれません。誰かから嫌なことをされた時には，次のアドバイスに従うことが大切です。「愛を抱いて互いに寛容であってください。平和という絆で結ばれ，聖なる力による一致を保つよう真剣に努力してください」。（エフェ 4:1-3）「平和という絆」を保つことを意識しているなら，仲間の間違いに注目することはないでしょう。仲間に対してエホバと同じ見方ができるようにベストを尽くしていきましょう。（サム一 16:7。詩 130:3）



[image: ユウオデアとスントケが部屋の向こう側とこちら側で，それぞれ会衆の仲間たちと話をしながら，互いをにらみ付けている。]

ユウオデアとスントケは，パウロから同じ思いを持つよう勧められた。今でも，兄弟姉妹と仲良くやっていくのが難しいことがあるかもしれない。（11節を参照。）





11. 優しい愛情を示すのが難しいことがあるのはなぜですか。

11 仲間の間違いが目に付く時は特に，優しい愛情を示すのは難しいものです。1世紀のクリスチャンの間でもそうでした。ユウオデアとスントケの例を考えてみましょう。この2人は，「良い知らせを広めるために[パウロ]と肩を並べて」働く点では，よくやっていたようです。しかし，何かの理由で，2人の仲はぎくしゃくしていました。それでパウロは，「主と結ばれた人として，同じ思いを持ってください」と勧めました。（フィリ 4:2，3）





[image: 長老の会合で，年上の長老たちが若い長老の話に耳を傾けている。]

長老たちは，年が離れていても，強い友情を築くことができる。（12節を参照。）





12. 仲間の兄弟姉妹への優しい愛情を深めるために何ができますか。

12 仲間の兄弟姉妹への優しい愛情を深めるために，何ができるでしょうか。仲間のことをもっとよく知ると，相手のことがよく分かるようになり，優しい愛情を深めやすくなるでしょう。年齢や育った環境が違っても，友達になることができます。ヨナタンはダビデより30歳ほども年上でしたが，2人は親友になりました。あなたの会衆の中にも，友達になれそうな年上の人や年下の人が誰かいませんか。そうした人たちと友達になるなら，「信仰で結ばれた兄弟たち全員を愛し」ていることになります。（ペテ一 2:17）



[image: ]

12節を参照。*





13. 会衆のどの人とも同じように親しくならなければなりませんか。なぜですか。

13 仲間に優しい愛情を示すとは，会衆のどの人とも同じように親しくならなければならない，ということでしょうか。そうではありません。それは不可能なことです。話が合う人に引かれるのは，必ずしも悪いことではありません。イエスは使徒たちみんなを「友」と呼びましたが，ヨハネには特別な愛情を持っていました。（ヨハ 13:23; 15:15; 20:2）それでもイエスは，ヨハネを特別扱いすることはしませんでした。ヨハネと兄弟のヤコブから，王国の目立った立場に就けてほしいと頼まれた時には，こう言いました。「私の右または左に座ることは，私が決めることではありません」。（マル 10:35-40）イエスに倣って，私たちも親しい友達を特別扱いしないようにすべきです。（ヤコ 2:3，4）特別扱いをするなら，分裂を引き起こしてしまいます。分裂は，クリスチャンの会衆にあってはならないものです。（ユダ 17-19）

14. フィリピ 2章3節からすると，対抗心を持たないようにする上で何が役立ちますか。

14 私たちが互いに優しい愛情を示すなら，会衆に対抗心が芽生えることはないでしょう。ヨナタンは，ダビデに対抗心を燃やすことも，王位を奪うライバルと見ることもしませんでした。ぜひヨナタンに倣いましょう。能力がある仲間をライバルと見てはなりません。「謙遜になり，自分より他の人の方が上だと考えてください」。（フィリピ 2:3を読む。）誰もが何らかの形で会衆の役に立っているのです。自分自身に対して謙遜な見方を保つなら，兄弟姉妹の良い点に目を向け，その立派な手本から学ぶことができます。（コリ一 12:21-25）

15. ターニャ姉妹の経験からどんなことを学べますか。

15 思わぬ事態に直面しても，兄弟姉妹が優しい愛情を示し，必要な助けを与えてくれます。エホバはそのようにして私たちを慰めてくださいます。1つの家族の例を考えてみましょう。2019年に米国で開かれた，「愛は決して絶えない！」国際大会の2日目のプログラムが終わった後のことです。3人の子供がいるターニャ姉妹はこう言います。「車でホテルに戻る途中でした。1台の車が，急にこっちの車線に入ってきて，私たちの車にぶつかりました。誰もけがはしませんでしたが，私たちは車を降りて，道路の脇でぼうぜんと立っていました。その時ある人が，道路の脇に車を止めて手を振り，危ないからこちらに来るように，と言ってくれました。大会から帰る途中の兄弟でした。止まってくれたのはその兄弟だけではありませんでした。スウェーデンから大会に来ていた5人の兄弟姉妹も止まってくれました。姉妹たちは，娘と私を優しくハグしてくれました。本当にほっとしました。もう大丈夫，と言いましたが，みんな行こうとはしませんでした。救急隊が来た後も一緒にいてくれて，助けになれることが何かないか聞いてくれました。本当に大変な出来事でしたが，エホバの愛を感じる場面が何度もありました。兄弟姉妹への愛が強まり，エホバへの愛と感謝が深まりました」。あなたにも，助けが必要な時に仲間から優しい愛情を示してもらった経験がきっとあるでしょう。

16. 互いに優しい愛情を示すと，どんな良いことがありますか。

16 互いに優しい愛情を示すと，どんな良いことがあるでしょうか。大変な思いをしている兄弟姉妹を慰めることができます。仲間との一致を強めることができます。自分がイエスの弟子であることを示し，誠実な人たちを正しい崇拝に引き寄せることもできます。そして何よりも，「温かな憐れみの父，あらゆる慰めの神」であるエホバをたたえることができます。（コリ二 1:3）では，これからも優しい愛情を深め，それを示していきましょう。







思い出せますか


	  優しい愛情とは何ですか。



	  エホバの手本やヨナタンとダビデの例から，優しい愛情についてどんなことを学べますか。



	  優しい愛情をどのように示せますか。









130番の歌 進んで許す

^ 5節 イエスが述べた通り，イエスの弟子には互いに愛を示すことが求められています。私たちは，誰もがそうしようと努力しています。兄弟たちへの愛を強めるには，優しい愛情を深める必要があります。これは温かい家族の中で見られるような愛情です。この記事は，仲間への優しい愛情を深めていくのに役立ちます。




^ 55節 写真や挿絵: 若い長老が年長の長老から学んだことを生かして話している。年長の長老は，若い長老と妻を家に招いてもてなしている。






^ （ロマ 12:10） 兄弟愛を抱いて，優しい愛情を示し合いましょう。自分の方から進んで人を敬ってください。



^ 1節 （テモ二 3:1） このことを知っておきなさい。終わりの時代は困難で危機的な時になります。



^ 1節 （テモ二 3:3） 自然な愛情を持たず，全く人に同意しようとせず，中傷し，自制心がなく，乱暴で，善いことを愛しません。



^ （ロマ 12:10） 兄弟愛を抱いて，優しい愛情を示し合いましょう。自分の方から進んで人を敬ってください。



^ 2節 （ロマ 12:2） そして，今の体制*によって形作られるのをやめてください。かえって，考え方を新しくすることによって自分を変化させましょう。それは，神の善い意志，喜ばしい完全な意志を見極めるためです。

または，「時代」。用語集参照。


^ 2節 （ロマ 12:10） 兄弟愛を抱いて，優しい愛情を示し合いましょう。自分の方から進んで人を敬ってください。



^ 2節 （ミカ 2:12） ヤコブよ，私はあなたの全てを必ず集める。 イスラエルの残っている人たちを必ず集合させる。 私は彼らを一つにならせる。 囲いの中の羊たち，牧草地にいる群れのように。 そこは人でにぎわうことになる』。



^ （ヤコ 5:11） 私たちは，忍耐した人は幸せである*と考えます。皆さんはヨブの忍耐について聞き，ヨブがエホバ*のおかげでどんな結末を迎えたかを知っています。エホバ*は優しい愛情*にあふれ，憐れみ深い方なのです。

または，「祝福されている」。
付録A5参照。
付録A5参照。
または，「思いやり」。


^ 4節 （ヨハ一 4:8） 愛さない人は，神をよく知りません。神は愛だからです。



^ 4節 （ヤコ 5:11） 私たちは，忍耐した人は幸せである*と考えます。皆さんはヨブの忍耐について聞き，ヨブがエホバ*のおかげでどんな結末を迎えたかを知っています。エホバ*は優しい愛情*にあふれ，憐れみ深い方なのです。

または，「祝福されている」。
付録A5参照。
付録A5参照。
または，「思いやり」。


^ 5節 （ヤコ 5:11） 私たちは，忍耐した人は幸せである*と考えます。皆さんはヨブの忍耐について聞き，ヨブがエホバ*のおかげでどんな結末を迎えたかを知っています。エホバ*は優しい愛情*にあふれ，憐れみ深い方なのです。

または，「祝福されている」。
付録A5参照。
付録A5参照。
または，「思いやり」。


^ 5節 （出 34:6） エホバはモーセの前を通り過ぎつつ，こう宣言した。「エホバ，エホバ，憐れみ深く，思いやり*がある神，すぐに怒らず，揺るぎない愛*に満ち，常に信頼できる*。

または，「慈しみ」。
または，「愛ある親切」。
または，「真実を語る」。


^ 5節 （詩 51:1） 神よ，あなたの揺るぎない愛に従って親切を示してください。 深い憐れみに従って私の違反を消し去ってください。



^ 5節 （イザ 49:15） 女性が自分の乳を飲ませている子を忘れたり， 自分が産んだ子を思いやらなかったりするだろうか。 たとえ女性たちが忘れたとしても，私があなたを忘れることは決してない。



^ 5節 （詩 37:39） 正しい人の救いはエホバから来る。 神は苦難の時の彼らの要塞。



^ 5節 （コリ一 10:13） 皆さんが受けてきた誘惑は，多くの人が同じように経験してきた誘惑です。神は信頼できる方で，皆さんが耐えられないほど誘惑を受けるままにはしません。出口を設けて，誘惑に耐え切れるようにしてくださいます。



^ 5節 （エフェ 4:32） 親切な人になり，温かい思いやりを示し合い，神がキリストによって寛大に許してくださったように，寛大に許し合いましょう。



^ 5節 （エフェ 5:1） 皆さんは子供として神に愛されているのですから，神に倣ってください。



^ 6節 （サム一 18:1） ダビデがサウルと話し終えた後，ヨナタンとダビデは固い友情で結ばれ，ヨナタンはダビデを自分自身のように愛するようになった。



^ 6節 （サム一 20:42） ヨナタンはダビデに言った。「安心して行きなさい。私たちはお互いエホバの名によって誓い，『私とあなたの間，私の子孫とあなたの子孫の間に，エホバがいつまでもいてくださいますように』と言ったのですから」。 ダビデは立ち上がって去っていき，ヨナタンは町に戻った。



^ 8節 （サム一 20:31） エッサイの子が地上に生きている限り，おまえの王権が確立されることはないんだぞ。誰かを遣わしてあいつを連れてこさせろ。殺してやる」。



^ 8節 （サム一 20:32-34） ヨナタンは父サウルに言った。「なぜ彼が殺されなければいけないのでしょうか。彼が何をしたというのですか」。 33 するとサウルはヨナタンを刺そうとやりを投げ付けた。それでヨナタンは，父がダビデを殺すつもりであることを知った。 34 すぐにヨナタンは怒りに燃えて食卓から立ち上がった。その日は何も食べなかった。ダビデのことで気を乱されていたのである。父が彼を辱めたからである。



^ 9節 （サム二 1:22， 23） ヨナタンの弓はぶれることなく， サウルの剣も空を切ることなく， 敵の血を流し，戦士の肉を貫いた。 23 サウルもヨナタンも生涯ずっと愛され，大切にされた*。 死ぬ時も2人は離れなかった。 ワシよりも速く， ライオンよりも強かった。

または，「朗らかだった」。


^ 10節 （ペテ一 1:22） 皆さんは真理に従順であることによって自分を清め，その結果，偽善のない兄弟愛を抱くようになったのですから，心から熱烈に愛し合ってください。



^ 10節 （ロマ 8:38， 39） 私は確信しています。死も，生も，天使も，政府も，今あるものも，これから来るものも，力も， 39 高さも，深さも，ほかのどんな創造物も，主であるキリスト･イエスを通して示される神の愛から私たちを引き離すことはできません。



^ 10節 （エフェ 4:1-3） 主のゆえに捕らわれている私は皆さんに勧めます。招かれた人にふさわしい歩み方をし， 2 いつも謙遜で*温和であり，辛抱し，愛を抱いて互いに寛容であってください。 3 平和という絆で結ばれ，聖なる力による*一致を保つよう真剣に努力してください。

または，「自分を低く見て」。
または，「精神の」。


^ 10節 （サム一 16:7） しかしエホバはサムエルにこう言った。「彼の容姿や背の高さに注目してはいけない。私は彼を選んでいない。人間の見方と神の見方は違う。人間は目に見えるものを見るが，エホバは心の中を見る」。



^ 10節 （詩 130:3） ヤハ*よ，もしあなたが過ちに注目*するなら， エホバよ，誰が立っていられるでしょうか。

エホバの短縮形。
または，「を記録」。


^ 11節 （フィリ 4:2， 3） ユウオデアとスントケに勧めます。主と結ばれた人として，同じ思いを持ってください。 3 共に忠実に働く仲間であるあなた*にもお願いします。この女性たちを今後も援助してください。2人は，クレメンスやほかの仲間たちと一緒に，良い知らせを広めるために私と肩を並べて一生懸命働いて*きました。こうした人たちの名前は命の書に記されています。

特定の兄弟のことと思われる。
または，「苦闘して」。


^ 12節 （ペテ一 2:17） あらゆる人を敬い，信仰で結ばれた兄弟たち全員を愛し，神を畏れ，王を敬ってください。



^ 13節 （ヨハ 13:23） 弟子の1人でイエスが愛する人が，イエスのそばに横になっていた。



^ 13節 （ヨハ 15:15） 私はあなたたちをもう奴隷とは呼びません。奴隷は主人が行うことを知らないからです。私はあなたたちを友と呼びました。天の父から聞いたことを全てあなたたちに知らせたからです。



^ 13節 （ヨハ 20:2） それで走って，シモン･ペテロ，およびイエスが愛情を持っていたもう1人の弟子の所に行き，こう言った。「誰かが主を墓から運び去りました。どこに持っていったのか分かりません」。



^ 13節 （マル 10:35-40） ゼベダイの息子であるヤコブとヨハネが近づいてきて，言った。「先生，ぜひともお願いしたいことがあるのですが」。 36 イエスは言った。「何をしてほしいのですか」。 37 2人は言った。「栄光をお受けになる時，私たちの1人をあなたの右に，1人を左に座らせてください」。 38 しかしイエスは言った。「あなたたちは，自分が何を求めているか分かっていません。私が飲んでいる杯から飲み，私が受けているバプテスマを受けることができますか」。 39 2人は，「できます」と言った。イエスは言った。「あなたたちは，私が飲んでいる杯から飲み，私が受けているバプテスマを受けるでしょう。 40 しかし，私の右または左に座ることは，私が決めることではありません。その場所は，そこに座る者たちのために用意されています」。



^ 13節 （ヤコ 2:3， 4） 皆さんは，上等な服を着ている人には親切にして，「この良い席にお座りください」と言い，貧しい人には，「立っていてください」とか「私の足元*に座ってください」と言いますか。 4 もしそうなら，差別をしていることになりませんか。ひどい判決を下す裁判官のようになっていないでしょうか。

または，「足台のそば」。


^ 13節 （ユダ 17-19） 愛する皆さん，主イエス･キリストの使徒たちが以前に語った言葉*を思い出してください。 18 こう言っていました。「終わりの時には，あざける人たちが現れ，神を敬わずに欲望のままに行動します」。 19 こうした人たちは，分裂を引き起こす動物的な人*で，神に導かれて*いません。

または，「予告した事柄」。
または，「欲望のままに生きる人」。
または，「神の聖なる力を持って」。


^ （フィリ 2:3） 対抗心を抱いたり，自己中心的になったり*してはなりません。謙遜になり*，自分より他の人の方が上だと考えてください。

または，「うぬぼれたり」。
または，「自分を低く見て」。


^ 14節 （フィリ 2:3） 対抗心を抱いたり，自己中心的になったり*してはなりません。謙遜になり*，自分より他の人の方が上だと考えてください。

または，「うぬぼれたり」。
または，「自分を低く見て」。


^ 14節 （コリ一 12:21-25） 目は手に，「私にあなたは必要ない」とは言えず，頭も足に，「私にあなたは必要ない」とは言えません。 22 それどころか，ほかより弱く見える器官がかえって必要なのです。 23 また私たちは，ほかより貴くないと思える部分を，いっそう貴重なものと見なします*。私たちの見栄えのしない部分がいっそう大事にされるためです。 24 一方，見栄えのする部分は何も必要としません。とはいえ，神がそのように体を造り上げたのであり，貴くないとされる部分を神はいっそう貴重なものと見ています。 25 体に分裂がないようにし，各器官が気遣い合うようにするためです。

または，「として覆います」。


^ 16節 （コリ二 1:3） 私たちの主イエス･キリストの父である神が賛美されますように。神は，温かな憐れみの父，あらゆる慰めの神であり，









[image: 以前のキャスリーン･ローガンと夫のハービー]




ライフ･ストーリー

エホバに「できません」と言わないようにしてきました

キャスリーン･ローガンの語った経験


台風の後，川は激しい濁流になり，大きな岩がたくさん流されていました。私たちは川の向こう岸に渡りたかったのですが，橋が流されてしまっていました。私も，夫のハービーも，一緒にいた阿美語の通訳者も，不安な気持ちでいっぱいでした。向こう岸にいた兄弟たちが心配そうに見守る中，私たちは川を渡り始めました。まず，自分たちの小さな車を運転して，一回り大きなトラックの荷台に載せました。それから，トラックがゆっくりと川に入っていきましたが，私たちの車はロープやチェーンで固定されていませんでした。恐ろしく長い時間に感じましたが，ずっとエホバに祈り，何とか無事に渡れました。これは1971年のことです。私たちは生まれ故郷から遠く離れた台湾の東部にいました。詳しくお話ししましょう。





エホバを愛するようになる


ハービーは4人兄弟の長男です。1930年代の経済危機の頃に，ウェスタン･オーストラリア州のミッドランド･ジャンクションで家族が真理を学びました。ハービーはエホバを愛するようになり，14歳でバプテスマを受けました。間もなく，会衆内での割り当てを断るべきではないことを学びます。まだ若かった頃に，集会で「ものみの塔」の朗読をするのを断ったことがありました。自分にはできない，と思ったからです。でも割り当てをくれた兄弟から，「エホバの組織の中で誰かに何かをするように言われたら，できると思われているっていうことだよ」と言われました。（コリ二 3:5）

私は，母や姉と一緒にイギリスで真理を学びました。父はずっと後になってから真理を受け入れましたが，当初は反対していました。父はいい顔をしませんでしたが，私は9歳でバプテスマを受けました。開拓奉仕をしてやがて宣教者になることが目標でした。ところが父は，21歳になるまで開拓者になることは許さない，と言いました。そんなに待てなかったので，16歳の時に父の許しを得てオーストラリアに引っ越し，すでに移住していた一番上の姉と一緒に暮らすようになりました。そして，18歳になった時に開拓奉仕を始めました。
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1951年，結婚式の日





オーストラリアでハービーと出会いました。2人とも宣教者としてエホバに仕えたいと思っていて，気が合いました。私たちは1951年に結婚し，開拓奉仕を2年間した後，巡回奉仕をするように言われました。巡回区はウェスタン･オーストラリア州の大部分を占めていたので，人里離れた広大な乾燥地帯をよく運転しました。






夢がかなう




[image: ギレアデの卒業式で，ネイサン･ノア兄弟がキャスリーンとハービーに卒業証書を渡している。]

1955年，ヤンキー･スタジアムでのギレアデ卒業式





1954年，ギレアデ第25期に招待されました。宣教者になるという夢がもうすぐかないます。私たちは船でニューヨークに到着し，徹底的に聖書を学ぶ授業が始まりました。カリキュラムの一環としてスペイン語も勉強しました。ハービーは巻き舌が苦手だったので，苦労しました。

しばらくして教訓者たちから，日本で奉仕することに関心がある人は日本語のクラスに申し込むように，と言われました。私たちは，どこで奉仕するかはエホバの組織に任せよう，と思いました。少しして，ギレアデの教訓者の1人だったアルバート･シュローダー兄弟が，私たちが申し込んでいないことに気付いて，「もう少し考えてみてください」と言いました。それでもためらっていると，シュローダー兄弟は，「ほかの教訓者たちと相談して，お二人をクラスに入れました。日本語にチャレンジしてみてください」と言いました。ハービーは日本語の方が合っているようでした。

私たちは1955年に日本に行きました。当時，伝道者は全国に500人しかいませんでした。ハービーは26歳，私は24歳でした。港町の神戸で4年間奉仕しました。それから再び旅行する奉仕をすることになり，名古屋市の近くで奉仕を楽しみました。兄弟姉妹たちも料理も田舎の風景も，全部大好きでした。ところがしばらくして，思ってもみなかった話がありました。それでも，エホバに「できません」とは言いませんでした。






新たな場所で新たなチャレンジ
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1957年，日本の神戸で。ハービーと私と他の宣教者たち





旅行する奉仕を3年間行った後，日本支部から，台湾に行って原住民の阿美族のために奉仕してもらえないか，と言われました。阿美族の兄弟たちが何人か背教したので，事態を正すために，日本語を上手に話せる兄弟が必要とされていたのです。* 私たちは日本での奉仕が好きだったので，悩みました。でも，ハービーは割り当てを決して断らないことにしていたので，台湾に行くことにしました。

1962年11月に，台湾に着きました。2271人の伝道者のうち，ほとんどが阿美族でした。でも，まずは中国語を学ばないといけませんでした。1冊の教科書と，英語を話せない先生の助けを借りて，何とか学びました。

台湾に着いて間もなく，ハービーは支部の僕に任命されました。小さな支部だったので，ハービーは支部の仕事をしながら，月に多くて3週間，阿美族の兄弟たちと奉仕できました。時々，地域監督としても奉仕し，大会で話をしました。ハービーが日本語で話せば，阿美族の兄弟姉妹は理解できたと思いますが，政府は中国語以外で宗教の集まりを持つことを禁じていました。それで，ハービーはまだうまく話せなかった中国語で話をし，別の兄弟が阿美語に通訳しました。

当時，台湾には戒厳令が敷かれていたので，大会を開くには許可証が必要でした。許可証をもらうのは大変で，警察がなかなか発行してくれないこともよくありました。大会の週までに発行されなかった時には，ハービーは発行してもらえるまで警察署に居座りました。警察は外国人が居座っていることが気まずかったので，いい作戦でした。






初めての山登り




[image: キャスリーンとハービーと他の人たちが手作りの乗り物に乗って浅い川を渡っている。]

台湾で伝道するために浅い川を渡っているところ





兄弟たちと奉仕した週は，大抵1度に1時間以上歩いて，山を登ったり川を渡ったりしました。初めて山に登った時のことをよく覚えています。急いで朝ごはんを食べた後，私たちは朝5時半のバスに乗って遠くの村に行き，広い川床を渡ってから山に登りました。とても急な斜面だったので，私の前を登っていた兄弟の足が私の目の高さにありました。

その日の午前中，ハービーは地元の兄弟たちと一緒に伝道し，私は日本語を話す人たちが暮らす小さな集落で1人で伝道しました。午後1時ごろ，私は何時間も何も食べていなかったので，おなかがぺこぺこで倒れそうでした。やっとハービーに会うと，ほかの兄弟たちはいませんでした。ハービーは数冊の雑誌と引き換えに生卵を3つもらっていました。卵の両端に小さな穴を開けて，中身を吸い出す食べ方をやって見せてくれました。あまりおいしそうじゃありませんでしたが，私もやってみました。3つ目の卵はどっちが食べたと思いますか。私です。ハービーが，もし私が空腹で倒れたら，おんぶして山を下りるのは無理だ，と思ったからです。






一風変わったお風呂


ある巡回大会の時に，それまでにない経験をしました。王国会館のすぐ隣に住む兄弟の家に泊まっていた時のことです。阿美族にとってお風呂に入ることは大切なので，巡回監督の妻が準備してくれました。ハービーは忙しかったので，私に先に入るように言いました。お風呂といっても，冷たい水が入ったおけと，お湯が入ったおけと，空のたらいが置いてあるだけでした。びっくりしたことに，巡回監督の妻はそれを家の外の，王国会館から丸見えの所に置いていました。王国会館では兄弟たちが大会の準備を手伝っていました。何かカーテンのようなものがないか尋ねると，巡回監督の妻はなんと透けて見えるビニールシートをくれました。家の裏の，陰になっている所に行こうかと思いましたが，そこではフェンスの隙間からガチョウが何羽も頭を出していて，近寄ったらつつかれそうでした。私は，「兄弟たちは忙しいから，私がお風呂に入っていても気付かないだろう。それに，入らないと，みんなに嫌な思いをさせてしまう。入るしかない」と思いました。それで，入りました。



[image: 阿美族の礼服を着たハービーとキャスリーン]

阿美族の礼服を着ているハービーと私










阿美族のための出版物


阿美族の兄弟たちの多くは読み書きができず，阿美語の出版物もありませんでした。兄弟たちがクリスチャンとしてなかなか成長しない理由はそこにある，とハービーは気付きました。その頃，阿美語がローマ字を使って書かれるようになったので，兄弟たちに読み方を教えるのが良さそうでした。それは大変なことでしたが，やがて兄弟たちは自分でエホバについて学べるようになりました。1960年代後半に阿美語の出版物が発行され始め，1968年には「ものみの塔」誌が阿美語で読めるようになりました。

ところが，政府が中国語以外の言語の出版物に規制をかけました。それで，問題を避けるため，阿美語の「ものみの塔」誌はいろいろな形で出版されました。例えば少しの間，標準中国語と阿美語の両方で書かれた「ものみの塔」誌が使われました。それを使っていると，表向きは地元の人たちに中国語を教えているように見えました。それ以来，エホバの組織によって阿美語の出版物がたくさん発行され，阿美族の人たちが聖書の真理を学ぶのに役立ってきました。（使徒 10:34，35）






清めの時期


1960年代と70年代には，多くの阿美族の兄弟たちが神の基準の通りにはしていませんでした。聖書の原則を十分に理解していなかったので，不道徳なことをしたり，酔っ払ったり，たばこを吸ったりビンロウジをかんだりしていました。ハービーは多くの会衆を訪問して，そうしたことをエホバがどう思うかを兄弟たちに理解させようとしました。冒頭でお話しした出来事は，そのような訪問の時に起きたことです。

謙遜な兄弟たちは行いを改めましたが，悲しいことにそうしない人もたくさんいました。2450人以上いた台湾の伝道者は，20年の間に900人ほどまでに減ってしまいました。とても残念に思いましたが，清くない組織がエホバに祝福されることはありません。（コリ二 7:1）やがてエホバの基準がしっかり守られるようになり，エホバの祝福によって，今では台湾に1万1000人を超える伝道者がいます。

1980年代以降，阿美語会衆の状況が良くなっていったので，ハービーは中国人たちのためにもっと奉仕できるようになりました。うれしいことに，多くの姉妹の夫たちがエホバの証人になるよう助けることができました。「そのうちの1人が初めてエホバに祈った時，とてもうれしかった」と，ハービーが言ったのを覚えています。私も，エホバの証人になるよう多くの誠実な人たちを助けることができて，うれしく思っています。以前に聖書を教えていた人の息子と娘と一緒に，台湾支部で奉仕することもできました。






悲しい別れ


今，私は1人でいます。59年近く連れ添った，愛する夫ハービーは，がんとの闘病の末，2010年1月1日に亡くなりました。約60年間，全時間奉仕を行いました。今でもとても寂しいです。でも，2つの素晴らしい国での初期の活動で夫を支えることができて，幸せでした。アジアの2つの難しい言語を話せるようになって，ハービーは書くこともできるようになりました。

夫が亡くなってから数年して，統治体は，私が高齢になっていることを考慮し，オーストラリアに戻ることを勧めてくれました。私は最初，「台湾を離れたくない」と思いました。でも，ハービーが教えてくれたように，エホバの組織に「できません」とは言いたくありませんでした。しばらくたってから，戻ることにして良かったと思いました。



[image: キャスリーンがある家族にベテルを案内している。]

ベテルで日本語や中国語で見学案内をしている。





現在，週中はオーストラレーシア支部で働き，週末は地元の会衆と奉仕しています。ベテルでは日本語や中国語で楽しく見学案内をしています。そして，いつの日か約束通り復活が起きるのを心待ちにしています。エホバに「できません」と言わないようにしていたハービーを，エホバは覚えていてくださるに違いないからです。（ヨハ 5:28，29）









^ 14節 現在，台湾の公用語は中国語ですが，長い間日本語が公用語でした。そのため，当時は台湾のさまざまな民族の間で日本語が共通語でした。






^ （コリ二 3:5） 私たちは自分の力で十分な資格を得ているわけではなく，自分で何かを成し遂げていると考えることはできません。十分な資格は神から与えられているのです。



^ （使徒 10:34， 35） そこでペテロは話し始めた。「神が不公平ではないことがよく分かりました。 35 神を畏れて正しいことを行う人はどの国の人でも神に受け入れられるのです。



^ （コリ二 7:1） それで，愛する皆さん，私たちにはこのような約束があるのですから，体と精神のあらゆる汚れを除き去って自分を清め，神への畏れを抱いて神聖さを完成させていきましょう。



^ （ヨハ 5:28， 29） このことに驚いてはなりません。記念の墓の中にいる人が皆，彼の声を聞いて出てくる時が来るのです。 29 良いことをした人は命の復活へ，悪いことを行った人は裁きの復活へと出てきます。









[image: 神の名が刻まれた石]

「ハガブの子ハガフはヤハウェ･ツァバーオートから災いを受けよ」と刻まれた石






ご存じでしたか




古代の遺物は聖書の正しさをどのように裏付けていますか。


ここにある，文字の刻まれた石は紀元前700年から600年ごろのもので，エルサレムの「聖書の土地博物館」の所蔵品です。イスラエルのヘブロンに程近い埋葬用の洞窟から発見されました。刻まれているのは，「ハガブの子ハガフはヤハウェ･ツァバーオートから災いを受けよ」という言葉です。この石がなぜ聖書の正しさを裏付けていると言えるのでしょうか。神の名エホバまたはヤハウェに相当する古代ヘブライ文字（ローマ字でYHWH）が，聖書時代によく知られ，日常生活で使われていたことを示しているからです。周辺の洞窟群からは，ほかにも文字の刻まれた石が見つかっています。そこに隠れて集まる人たちがいて，神の名そのものや神の名の変化形を含む個人名を頻繁に壁に書いていたことが分かりました。

これらの石について，ジョージア大学のレイチェル･ナブルシ博士は次のように述べています。「YHWHという名が繰り返し用いられていることは重要な意味を持つ。……[聖書]本文からも石に刻まれた文字からも，YHWHがイスラエルとユダの生活で重要だったことが分かる」。そうであれば，神の名が聖書中に，YHWHに相当するヘブライ文字で何千回も出てくるのも不思議ではありません。神の名が人名の一部になることも珍しくありませんでした。

この石に刻まれた「ヤハウェ･ツァバーオート」という言葉には，「大軍を率いるエホバ」という意味があります。このことから，聖書時代に神の名だけでなく「大軍を率いるエホバ」という表現も普通に使われていたことがうかがえます。ヘブライ語聖書に「大軍を率いるエホバ」という表現が250回以上出てくるのも，うなずけます。そのほとんどは，イザヤ書，エレミヤ書，ゼカリヤ書の中に見られます。
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聖書 Q&A

高齢の親の介護について聖書は何と述べていますか

聖書には，介護者に役立つアドバイスが載せられています。

（ホーム > ライブラリー > シリーズ記事 > 聖書 Q&A > ライフスタイルと道徳）

経験談

マロニ川上流をたどる旅

南米のアマゾン熱帯雨林の奥地に住む人たちに聖書からの希望のメッセージを伝えるため，エホバの証人のグループ13人が出発しました。

（ホーム > ライブラリー > シリーズ記事 > 経験談 > 聖書の真理を伝える）
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^ ***喜歌 3番 私たちの力，希望，確信***
3番
私たちの力，希望，確信
（格言 14:26）
1. エホバよ あなたから得た慰め
たくさんの人に分けたいのに
時には苦しくて心は重く
明るい希望の火も消えそう
（※ 繰り返し）
力 希望 確信は
あなたからのもの
どんなときも頼るなら
また強くなれる
2. つらいときはいつも ずっとそばで
慰めてくれたあなたのこと
忘れないでいれば 希望の光
また明るくなり 勇気出せる
（※ 繰り返し）
力 希望 確信は
あなたからのもの
どんなときも頼るなら
また強くなれる
（詩 72:13，14; 格 3:5，6，26; エレ 17:7も参照。）



^ ***喜歌 8番 エホバは避難所***
8番
エホバは避難所
（詩編 91編）
1. 神は避難所 翼の陰
そこにとどまり 神に頼る
忠実な人はいつも守られる
神は公正 揺るぎないとりで
2. 悪のはびこる暗闇から
神は助ける 正しい人
どんな災難も及ぶことはない
神は保護する その翼広げ
3. 夜の危険も昼間の矢も
神は大盾 全て防ぐ
恐れることなく いつでも歩める
神は避難所 私の隠れが
（詩 97:10; 121:3，5; イザ 52:12も参照。）









^ ***喜歌 105番 「神は愛」***
105番
「神は愛」
（ヨハネ第一 4:7，8）
1. 愛の源のエホバは願う
神と隣人を愛するように
これこそ歩みを導く秘訣
常に倣いたい イエスの愛に
2. 神の後押しと真理への愛
失意の底から飛び立つ力
愛は親切で全てに耐える
常に示したい 仲間への愛
3. 怒り感じても それを捨て去り
真の愛により神に委ねる
これこそ歩みを導くおきて
常に倣いたい エホバの愛に
（マル 12:30，31; コリ一 12:31–13:8; ヨハ一 3:23も参照。）



^ ***喜歌 88番 あなたの道を教えてください***
88番
あなたの道を教えてください
（詩編 25:4）
1. 神のもとに集まった
真理学ぶために
その言葉光となり
行くべき道照らす
（※ 繰り返し）
あなたが導く道
ああ教えてください
真理を喜びとし
正しく生きるために
2. 神の知恵とその教え
心から頼れる
その言葉当てはめれば
無限の価値を知る
（※ 繰り返し）
あなたが導く道
ああ教えてください
真理を喜びとし
正しく生きるために
（出 33:13; 詩 1:2; 119:27，35，73，105も参照。）









^ ***喜歌 14番 地球を治める新しい王をたたえる***
14番
地球を治める新しい王をたたえる
（詩編 2:12）
1. 地球を治める王キリストは
人々集める 世界中から
王国 地球を楽園に変える
素晴らしい希望を喜び歌おう
（※ 繰り返し）
神エホバと王イエスに
賛美を捧げよう
新しい王イエス たたえていこう
2. 平和をもたらす王キリストは
救いの希望を人に与える
恐れや不安がなくなる世界で
生き返る人々 迎える時来る
（※ 繰り返し）
神エホバと王イエスに
賛美を捧げよう
新しい王イエス たたえていこう
（詩 2:6; 45:1; イザ 9:6; ヨハ 6:40も参照。）



^ ***喜歌 150番 救いのために神に頼る***
150番
救いのために神に頼る
（ゼパニヤ 2:3）
1. 神の主権退けてきた
人々の支配 終わりを告げた
この世界の敵たち全て
イエスが打ち砕く その日は近い
（※ 繰り返し）
救いを求めてエホバに頼ろう
いつの日も信仰と忠誠を保ち
エホバに救いを求めよう
2. 真理の側選べるように
知らせを伝える あらゆる人に
試練来ても恐れはしない
愛の神エホバの助けを信じ
（※ 繰り返し）
救いを求めてエホバに頼ろう
いつの日も信仰と忠誠を保ち
エホバに救いを求めよう
（サム一 2:9; 詩 2:2，3，9; 格 2:8; マタ 6:33も参照。）









^ ***喜歌 109番 心から熱烈に愛しましょう***
109番
心から熱烈に愛しましょう
（ペテロ第一 1:22）
熱烈な愛は強く美しい
純粋な愛を 神喜ぶ
温かな愛で絆が強まり
友情が芽生え育まれる
支えになろう 助けの手 差し伸べ
力なくした友に寄り添い
キリストの愛に神の愛を見る
心が沸き立つ
仲間気遣い愛するように
（ペテ一 2:17; 3:8; 4:8; ヨハ一 3:11も参照。）



^ ***喜歌 130番 進んで許す***
130番
進んで許す
（詩編 86:5）
1. エホバ神は人々愛し
その罪を許し 死を取り除く
贖いの犠牲 許しの土台
イエスを通して許し与える
2. 神に倣い進んで許す
その時 神から憐れみ受ける
仲間傷つけず辛抱示し
互い敬えば愛を示せる
3. 神と同じ愛 育めば
怒りと憎しみ乗り越えられる
エホバに倣って憐れみ抱き
愛があふれれば人を許せる
（マタ 6:12; エフェ 4:32; コロ 3:13も参照。）















^ ***ijwbq 記事164 高齢の親の介護について聖書は何と述べていますか***
高齢の親の介護について聖書は何と述べていますか
聖書の答え
成人した子供は，高齢の親の暮らしを支えなければなりません。聖書はこう述べています。成人した子供に「自分の家族を大切にし，親の恩に報いることを学ばせなさい。それが神に喜ばれることだからです」。（テモテ第一 5:4，「聖書協会共同訳」，日本聖書協会）高齢の親がきちんと世話されているなら，親を敬いなさいという聖書の命令に従っていることにもなります。（エフェソス 6:2，3）
聖書には，高齢の親の介護に関する細かい指示はありませんが，神を敬う男女が親の世話をした記録はあります。また，介護者に役立つアドバイスも載せられています。
高齢の親を世話した聖書中の人物
介護者に役立つどんな聖書のアドバイスがありますか
高齢の親を家で介護すべきだと聖書は述べていますか
高齢の親を世話した聖書中の人物
状況に応じ，さまざまな方法で世話した人たちがいます。
● ヨセフは年老いた父親のヤコブから離れた所に住んでいましたが，状況が整うと，ヤコブを自分の近くに呼び寄せる手配をしました。住まいと食べ物も用意し，世話をしました。（創世 45:9-11; 47:11，12）
● ルツは義理の母の故郷に移住し，世話をするために一生懸命働きました。（ルツ 1:16; 2:2，17，18，23）
● イエスは亡くなる直前，母親のマリアを世話する人を選びました。当時マリアは夫を亡くしていたと思われます。（ヨハネ 19:26，27）
介護者に役立つどんな聖書のアドバイスがありますか
聖書のアドバイスを実践するなら，高齢の親の介護に伴いがちな心身の疲れに対処できます。
● 親を敬う
聖書のアドバイス 「父と母を敬いなさい」。（出エジプト 20:12）
実践するには 親が自分でできることには干渉しないようにしましょう。可能な限り，介護について親の意向を尊重します。同時に，助けが必要なときには手伝いましょう。そのようにして，親を敬うことができます。
● 思いやり深く，寛容である
聖書のアドバイス 「洞察力があればすぐに怒ることはない。過ちを見過ごす人は美しい」。（格言 19:11）
実践するには 嫌なことを言われたり，感謝されなかったりした場合，次のように考えてみましょう。「自分が親と同じ状況だったら，どう感じるだろうか」。思いやり深く寛容に接するなら，状況をさらに悪化させずに済みます。
● 相談する
聖書のアドバイス 「相談しないと計画は失敗し，助言者が多ければ達成される」。（格言 15:22）
実践するには 親が抱えている健康上の問題に対処する方法について，調査しましょう。地元の地域で提供されている介護支援のサービスがないか，探してください。介護経験者に聞くこともできます。きょうだいがいるなら，親が何を必要としているか，どんな介護がいいか，どのように分担できるかなどを家族みんなで話し合うこともできます。
● 限界をわきまえる
聖書のアドバイス 「知恵は，慎みのある人たちと共にある」。（格言 11:2）
実践するには 自分の限界を認めましょう。誰しも時間や体力には限りがあります。親をどれほど介護できるかは，こうした限界の程度に応じて決まります。親の介護で押しつぶされそうに感じるなら，家族の誰かに助けを求めたり，専門家に相談したりできるかもしれません。
● 自分をいたわる
聖書のアドバイス 「誰も自分の体を憎んだりはせず，養って大切にします」。（エフェソス 5:29）
実践するには 親を世話することも大切ですが，自分自身や，結婚しているなら，自分の家族を世話することも大切です。食事をしっかり取ることに加え，適度な休息や睡眠も必要です。（伝道 4:6）可能な範囲で気分転換をしましょう。こうしたことを実践するなら，心も体もリフレッシュし，親の介護を続けることができます。
高齢の親を家で介護すべきだと聖書は述べていますか
この点について，聖書は何も具体的なことを述べていません。できるだけ長く家で介護したいと思う家族もいます。ですが，ある時点で，介護施設の方がいいと思うかもしれません。家族みんなが集まり，関係者にとって何が一番良いかを話し合えるかもしれません。（ガラテア 6:4，5）
[脚注]
この記述について，ある聖書注解書にはこうあります。「恐らくヨセフ[マリアの夫]はずっと前に死んでいて，息子のイエスがマリアの面倒を見ていた。イエスが死んでしまったら，マリアはどうなるのだろうか。……ここでキリストは，子供たちが老齢の親を支えるべきことを教えている」。「新国際訳 マシュー･ヘンリーの注解全1巻」（英語）428，429ページ。
​高齢の親の介護について，家族みんなで話し合えるかもしれない。
​​​​​​



^ ***ijwex 記事11 マロニ川上流をたどる旅***
マロニ川上流をたどる旅
騒がしい都会から遠く離れた南米のアマゾン熱帯雨林には，さまざまな部族や民族，言語の人たちが生活しています。2017年7月，13人のエホバの証人のグループがフランス領ギアナのマロニ川上流とその東側の支流をたどる旅行に出発しました。その目的は何でしょうか。聖書からの希望のメッセージを川沿いに住む人たちに伝えることです。
旅に向けて準備する
12日間の旅行が始まる1カ月前，参加者全員が事前ミーティングに出席しました。ウィンスリーはこう振り返ります。「現地のことや歴史について学びました。旅行に向けてどんな準備ができるかも考えました」。参加者それぞれにハンモックと蚊帳を入れる防水ケースが用意されました。旅行には飛行機での移動が2回，そしてカヌーでの長時間の移動が含まれていました。
この旅行に招かれた人たちはどう感じたでしょうか。60代のクロードとリゼットはすぐに招待を受け入れました。クロードは「とてもうれしかったですが，不安も少しありました。川の流れが速くて危ないという話をよく聞いていたからです」と述べています。リゼットはこう言っています。「どうしたら先住民の人と話せるのかしら，と思いました」。
参加者の1人ミカエルも同じように感じました。こう話しています。「ワヤナ族のことをよく知りませんでした。それでインターネットで現地の言葉をいくつか覚え，あいさつできるようにしました」。
夫のヨハンと一緒に参加した妻のシャーリーは，川沿いの地域で話されている言語をリストアップしました。「ほとんどの言語のビデオをjw.orgでダウンロードできました。ワヤナ語の日常会話集も入手しました」と述べています。
先住民がいる土地に到着する
7月4日火曜日，一行はサン･ローラン･デュ･マロニから飛行機に乗り，マリパスラに到着しました。そこはフランス領ギアナの内陸部にある小さな町です。
それから4日間，マロニ川上流の支流沿いにある村々をモーター付きのカヌー（ピログ）で回り，そこに住む人たちに伝道しました。参加者の1人ローランはこう言います。「先住民の人たちは聖書のトピックにとても関心がありました。質問がたくさんあり，聖書を教えてほしいと言う人たちもいました」。
ヨハンとシャーリーはある村で，最近親族を自殺で亡くした若い夫婦に会いました。ヨハンはこう言っています。「『アメリカ先住民が創造者を見いだす』 というビデオを見せると，2人はとても感動していました。私たちと連絡を取りたいと，メールアドレスを教えてくれました」。
上流にある最も遠い目的地アンテキューム･パタを訪れると，村長はエホバの証人が休めるよう，公共の場所にハンモックを掛けることを許可してくれました。一行は地元の人たちがしているように川で体を洗いました。
そこからトゥウィンケイという村へ行くと，家族を亡くして悲しんでいる人たちに会いました。旅行の責任者の1人エリックはこう話します。「『偉大な人』と呼ばれている族長は，村の中を自由に回り，悲しんでいる人たちを慰めることを許可してくれました。族長と彼の家族は，ワヤナ語の聖書の言葉を聞いて感謝しました。復活に関する聖書の約束を取り上げたビデオも見せました」。
グラン･サンティからアパトゥへ
次の目的地は，マリパスラから飛行機で30分移動した先にある，下流の小さな町グラン･サンティです。火曜日と水曜日に，一行は地元の人たちに聖書のメッセージを伝えました。木曜日には別の目的地に向けて出発します。マロニ川を5時間半かけて下り，アパトゥという村へ向かいました。
最終日の前日，森の中にあるマルーンの村々を訪れました。マルーンは，隣国スリナムが植民地だった時代に南米に連れてこられたアフリカ人奴隷の子孫です。エホバの証人は一時的に森に設営した大きなテントで開く集会に，全ての人を招待しました。クロードはこう述べています。「招待したのは当日の朝だったのに，大勢の人が来てくれて本当にうれしかったです！」内陸部への旅に初めて参加したカルステンがアウカン語で「今ある命がすべてですか」という公開講演を行いました。複数の村から来た91人の人たちが集会に出席しました。
「いつでも行く準備はできています！」
旅が終わり，一行はサン･ローラン･デュ･マロニに戻りました。参加者全員が先住民の良い反応に感動していました。エホバの証人の出版物をたくさん配布し，いろいろなビデオを再生できました。
「この旅に参加できた喜びは言葉では言い表せません」とリゼットは言います。シンディーも「またさせてもらえるなら，ぜひ参加したいです。あなたにもこの喜びを味わってほしいです！」と話しています。
もう一度訪問することを強く願っている参加者もいます。「いつでも行く準備はできています！」とミカエルは言います。ウィンスリーはサン･ローラン･デュ･マロニに移動しました。60代のクロードとリゼットはアパトゥに移動することにしました。
[脚注]
JW Broadcasting（ブロードキャスティング）で利用できます。
​​クロードとリゼット
​​マロニ川とアマゾン熱帯雨林。マリパスラとグラン･サンティの区間。
​​​​​​​
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